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V　調　査　結　果

　箱根山石原湿原を中心に，その周辺域を含んだ地域についてあらゆる均質な植分の植生調査が

行なわれ，組成表組みかえ作業により森林植生及び草原植生が，42単位まとめられた。さらに植

生の具体的配分をみるため縮尺1：500，1：1000，1：10000の地形図を基礎に箱根仙石原地

域の1）国指定特別天然記念物箱根仙石原湿原植物群落域現存植生図，2）杣石原湿原及び周辺

現存植生図，3）箱根仙石原湿原水系域現存植生図が描かれた。

A　植生単位　Vegetatio期einheite皿

　箱根仙石原地域では森林植生はきわめて少なく，ヒノキ植林，ニシキウツギ群落，アプラチャ

ン群落，ヤマグワ群落イヌコリヤナギ群集，ハンノキ群落など低木林や植林が多い。一部ミズ

ナラ群落がみとめられる。山地斜面にはヤマボウシーブナ群集で代表されるブナ林，オオモミ

ジーケヤキ群集，アカシデーイヌシデ群落などの高木林が分布している。

　箱根仙石原湿原内には多くの植物群落が分布している。それぞれのすみ分けは具体的に縮尺

1：1000及び1：500回植生図に示されている。主な植物群落の組成表が添付された。

　植物群落は一般に自然植生と代償植生に，便宜的に区分されることが多いが，今山の報告轡で

は，湿原植生や森林植生の場合も，持続群落，復元途上群落など様々な植生がみられるので，’自

然植生および代償植生の区分は行なわれず杢k活形ごとにまとめられ報告された。

a．低層湿原避ack拠ooレVegetaもio誼

　地下水が高く，直接地下水の滴養を受ける川や湖沼の岸近くなどに発達する湿原である。箱根

仙石原湿原の大部分の植物群落は，低層湿原にまとめられる。

　低層湿原の植物群落を構成する種は，主として，ヨシ，オギ，マコモ，スゲ類などで，これら

の植物の結びつきは，地下水の流れや地表水の流れを指標する。とくにカサスゲ，アゼスゲなど

の大形スゲ類や中形スゲ類は，仙石原の低層湿原を代表している。

　低層湿原を代表するヨシは，きわめて生育範囲が広く，貧養地より密養地，水深の深い立地よ

り，水位の高い立地まで生育する。一般に低層湿原は富栄養的な湿地に多く発達する。低層湿原

を代表する植物群落はこのヨシの名を用いヨシクラスとしてまとめられている。この項では一部

好窒素性一年生草本植物群落のタウコギクラスの植物群落も含められている。
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　　1）　カサスゲ群集

　　　　Car董cetu…n　dispa蔓atae　M：iyawak隻etOku虚a　1972（愛ah．　i3）

　カサスゲ群集は大形の多年生草本植物群落で，沖積低地の水辺に発達する。地下水位の高い立

地，あるいは流水地などに生育し，低層湿原植生の中の，スゲ属Cα解灘の優目する植生単位の

一つである。

　カサスゲ群集は利根川下流部の河辺に広がる冠水草原で記録された（Miyawaki　u．　Okuda

1972）。カサスゲ～種を標微種とする群集である。カサスゲは高さ80～100cm内外の密生した草

原を形成し，適湿で富栄養な立地では優目して他の種とほとんど混生しない。地下水位が高く湿

潤な場合も出現回数が！～数種と貧化する。河辺などでは，地下水位がやや高い湿潤立地ではウ

キヤガラーマコモ群集に近くなり，時にウキヤガラやヨシと共存して2層群落となることもある

（二月易。奥目1・藤原ず包1979）。

　仙石原湿原では，地下水の流れに沿ってカサスゲ群集の分布がみられる。現存植生図（Karte

琵）で明らかなようにヨシを混入しない純群落から，ヨシが密生して高さが2～3mに達し，カ

サスゲと明らかな2層群落を形成している二分，さらにミズオトギリ，チダケサシ，サワシロギ

ク，アキノウナギツカミなどの中閲湿原構成種を伴った三分などがみられる。ヨシと2層群落を

形成しカサスゲ群集にまとめられる二分内でも相観が全く異なることは他の群落でもよくみられ

る。箱根山石原湿原では，カサスゲ群集は他の河川流水縁などの調査資料と異なり，種組成的に

3つの亜群集がみとめられた。すなわち，ミゾソバを区分種とするミゾソバ亜群集，特別な区分

種をもたない典型亜群集及びミズオトギリ，サワシロギク，チダケサシ，アキノウナギツカミで

区分されるチダケサシ亜群集に下位区分された。ミゾソバ亜群集は，湿原内を湿生花園にむけて

流れる水路に近く分布し，嵩品種数6～14種と比較的多く，カサスゲ以外の植物との共存が多い。

チダケサシ亜群集は，中田湿原を構成し，仙石原湿原の植物群落を代表するヒメシダーチダケサ

シ群落の周縁部に隣接して分布している。典型亜群集は，水深3～8Cmと深く，出現種数も1

～4種と少ないカサスゲの純群落を形成している。

　カサスゲ群集は，利根川では7つの亜群集（紬石原との共通亜群集は典型亜群集だけ）がみとめ

られている（奥田1978）。千葉県鹿島では別な種組成の3三1亘群集（宮脇・奥薮｝・藤原他1979）がみと

められており，地域により異なる。仙石原湿原とは，典型塾群集が共通しているだけである。ブナ

クラス域に位置する秋田県ではため池周辺にカサスゲ群集の生育がみとめられている（望月！979）。

　カサスゲ群集の立地は河辺・湿原ともに，豊寓な粘質土壌上に発達する。したがって，礫質の

多い多摩川や相模川ではほとんど生育がみられない（奥田1978）。仙石原湿原や，各地ため二三

辺のカサスゲ群集の生育立地より判定される。

　カサスゲは緊密な根系をはりめぐらし，一般に嶺生する。4月ごろ生長期に入り，5月出穂し，

秋季地上部が枯死する。カサスゲはかつて刈取られて工芸用に利用されていたが，現在その需要

は少ない（奥田1978）。
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　　2）　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　　Isachno・Caricetu職　thunbergi量Miyawak量e重Okuda1972（Tab．14）

　湿原の地下水位が高い，比較的水位変動が少ない立地にアゼスゲが被度1～3と優織する植分

がみられる。酬機種数は5～24種ときわめて変異が大きいが，細く疎な茎葉をもつアゼスゲは，

流水に沿って生育し，湿原に流水路を位置づけている。このような植分はアゼスゲを標徴種，チゴ

ザサを区分種としてチゴザサーアゼスゲ群集に定義づけられている（Miyawaki．　u．　Okuda　1972）。

　仙石原湿原におけるチゴザサーアゼスゲ群集は，さらに地域的にアイバソウ，マァザミ，ミズ

オトギリによって他の群集，群落と区分される。チゴザサーアゼスゲ群集は，仙石原では，ヒメ

シダ，チダケサシ，サワシロギク，アシボソ，ヤマアワ，ノハナショウブで区分されるヒメシダ

至i匡群集と，特別な区分種をもたない典型亜群集に区分される。さらにヒメシダ亜群集はワレモコ

ウ，チガヤ，ミツバツチグリ，トダシバ，ヌマトラノオで区分されるワレモコウ変群集と特別な

区分種をもたない典型変群集に区分される（Tab，14）。

　チゴザサーアゼスゲ群集は，一般に，河跡湖の岸辺や河川の後背湿地などで，水位変動が比較

的少ない立地（河成平野の自然立地）や，関東ローム台地を開析した谷戸の水田放棄地などにも

みられる（奥田1978）。

　仙石原湿原では他の湿原植生との比較より，アイバソウ，マアザミ，ミズオトギリを地域区分

Fig．37　天然記念物指定地域内の湿原植物群落。暗くみえる植生は湿潤生のチゴザ

　　　サーアゼスゲ群集。

Moor．Pflanzengesellschaften　im　Naturdenkmal　Sengokuhara．王n　der　schrenkeartigen

tiefenLage（Mltte）wachstdasIsachno，Caricetum　thunbergii．
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　Fig．38　チゴザサーアゼスゲ群集。増水時に水が流れる低い立地に発達する。

1sachno－Caricetum　thunberg三重inderfeuchtentieienLageinSengokuhara。

種として，チゴザサーアゼスゲ群集がまとめられたが，とくに，ヒメシダ亜群集に関しては，さ

らに検討の余地があり，今後の他地域の類似湿原との資料の比較検討により，チゴザサーアゼス

ゲ群集とは別の群落単位が考えられる可能性がある。仙石原湿原におけるチゴザサーアゼスゲ群

集典型亜群集は出現種数5～13種と少なく，比較的安定している、，アゼスゲの熟度は4～5で，

チゴザサが優熱する特別な植分を除いてアゼスゲが優翻している。群集区分種のチゴザサは，比

較的生育範囲が広く，アゼスゲ群落のみと結びつくことはなく，湿原の先駆群落構成種ともなり

やすい。またブナクラス域の低地帯に発達するアゼスゲ湿原に生育しない場合もある（望月1979）。

したがって今回は便宜的にチゴザサーアゼスゲ群集としてまとめられたチゴザサ優占植分や，ヒ

メシダ亜群集は，将来別の群落になる可能性がある。

　　3）　ヨシ群落

　　　　Pんrαρ配泥θsαπs彦rα’εs印Gese藍藍schaft　（愛ab．15）

　湿原の中にヨシが植生高2～3mに繁茂し，植被率70～90％をおおっている植分が広くみられ

る。ヨシの根元に生育している種類は場所により異なるが，出現種数1～5種ときわめて少ない。

とくに水深2～10cmの停滞水中ではヨシの純群落を形成しており，ヨシ群落としてまとめられ

た。

　ヨシはきわめて生育籍囲が広く，水分条件が十分な立地では貧養地より富養地まで，また強酸
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性よりアルカリ性，さらに80cm前後の水深より水位0の地域まで広く分布する。生活力がきわ

めて旺盛である。とくに湿原で富養化，あるいは人為的影響で自然湿原生の敏感な他の湿原植物

が生育できなくなると，ヨシの侵入が著しくなり，他の植物の上部をおおい光条件を弱め駆干し

てしまうことがあるQ

　したがってヨシ群落の繁茂は，単に水位の加減のみでなく，汚水流入や人為的影響の有無など

の富養化の指標ともなる。

　箱根仙石原ではヨシ侵入が年々激しく，湿原植物群落にヨシを伴うものが多い（植生図Karte

H参照）。したがって，ヨシの侵入を隠止するためにはヨシの刈り取り，汚水の流入の阻止など

の対策が必要とされる。

　　4）　ツリフネソウーヨシ群落

　　　　1配ραオεeπsfεκオω’ε一Pゐrασηzε‘esα麗sか．α麗8・Gesellschaft　（嬰ab．准5）

　流水縁などのヨシ優占等分の下部にはツリフネソウが被度4と優占している植分がみられる。

初夏に濃いピンクの花をつけるツリフネソウは，流水縁を飾る代表的植物の一つである。貧養地

より中生立地までツリフネソウは生育し，仙石原では地下水位の高い立地や流水の指標とされる。

　ツリフネソウーヨシ群落は出現一階5種と比較的少ない。

　ツリフネソウは，一般に河辺の高茎草原，あるいは河辺の拠水林（シオジ林，サワグルミ林，

ケヤキ林）などの年に数回，あるいは数年に一度増水する際に冠水する立地に生育している。地

下水位の高い立地の指標種となる。

　　5）　アオミズーヨシ群落

　　　　pεZθαmoπgo屍eα．1）苑rασ2π泥θ8α麗8オrαgε8．Gese隻貰schaft（里a恥．15）

　流水縁で，やや水の停滞する立地では，ヨシの下にアオミズが被度4と優占する群落がみられ

る。他にヤマアワ，コブナグサ，ヒメシダ，チダケサシ，アゼスゲ，ホソバノヨツバムグラ，ア

カバナなど多くの植物が，わずかつつ生育し，出現種数13種と多い。

　　6）　アシボソーヨシ群落

　　　　屈cros丁丁’πoε纏πe㏄㎜var・p吻8fαc吻α㎜・Pんrα9戚オθs側8fγ誠s－Gesel艮schaf七（Ta飴．16）

　仙石原湿原はかつて水田耕作が行なわれていた立地であるため，比較的蜜栄養な立地がまだ残

されている。アシボソは水磁耕作放棄後2～3年で湿田を埋める植物である。

　仙石原湿原では局地的にアシボソが優占しヨシと結びついた植物群落を形成しているのがみら

れた。アオミズーヨシ群落同様セこ属現回数10種と多く，時にコウヤワラビが被度4と優占してい

る野分がみられた。
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　　7）　ミゾソバ群落

　　　　PoZ〃goπ！〃π‘肱π6ergεε一Gesellschaft（Taも．1ア）

　湯沢川や湿原内の側溝付近あるいは，一部ヨシとともにミゾソバが3～4と優讃する植分がみ

られる。

　河辺ではLomeyer　u．　Miyawald！962によりミゾソバを正続種としてミゾソバ群集が報告さ

れている。その後多くの河川でも報告されており，タデ類（タデ属PO乏ソ907ZZ4”Z），タウコギ属の

植物（B配67Z5），キビ属（Pαπぎα〃π）などを多くもち，タウコギクラスに所属する植物群落とし

てまとめられている。仙石原では，湯沢川を除き種の結びつきは一定していないこと，水田耕作

放棄後などに一時的に繁茂するミゾソバ群落と同位にあると考えられ群落としてまとめられた。

アシボソーヨシ群落同様に水田放棄地の指標となる。

　一般にミゾソバ群落は土壌が強く過窒素化した粘土を多く含む微砂を主とし，多少の礫を混生

する立地にもみられる（奥田1978）。

Fig。39　ミゾソバ群落。仙石原湿原はかって，水田耕作地であったところも多く，

　　　ヨシ草原の下に様々な植物がみられる。ここではミゾソバ，スギナ，アオミ

　　　ズなどが生育している。

　％らノgoπ〃μぬ〃め8／lg1ゼー描1・αgη～惚∫α配∫伽♂∫∫，Gesellschaft　mit君卿5θ’〃πα籾θπ56，

　君Zごαノ〃01zgo～加．
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　　8）　木タルイーシカクイ群落

　　　　8cε胆麗s　1己ofαr郡ε卿EZθoc1Lαrεs　ωεcん駕rαθ・Gesel塁sckafも（Tab．18）

　国指定天然記念物指定地内にホタルイ，ハリコウガイゼキショウ，シカクイ，アイバソウ，オ

ニスゲを群落区分種とするホタルィーシカクィ群落が分布している。ホタルイーシカクイ群落は，

指定地内の表土がはぎとられた，細礫を含む裸地で，東側を流れる流水縁に，約2mの幅で生育

がみられる　（Karte遷）。ホタルイーシカクィ群落はさらにヨシが被度4と優占する下位単位群

落と，特別な区分種をもたない典型下位単位群落，コブナグサ，アシボソ，サワヒヨドリで区分

されるコブナグサ下位単位群落に下位区：分される。

　ヨシ下位単位群落は植生高1．8mに達し，ヨシとホタルイなどの二層群落を形成している。典

型下位単位群落は，ホタルイ，シカクイが被度4及び2と優占し，植生高40Clnと低い。コブナ

Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Au魚ahme：

　　Tab，ユ8　ホタルイーシカクイ群落
＆かプ》麗∫ゐ。‘αプぬ一EZ8001Lαアゴ∫zσ’cゐ2ぴαθ一Gese11schaft

　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　調査番号

Wassertlef（cm）：

Gr6Be　d．王）robeflache（rn×m）＝

H6he　d．　Krautschicht－1（cm）；

Deckung　d，　Krautschicht－1（％）l

H6he　d．　Krautschicht－2（cm）

Deckung　d，　Krautschicht－2（％）：

Artenzahl＝

水　　　　深

調査面積
草本第1層の高さ

草本第1層三等率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

出　現群口
Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　50カψπ51zoごαη厩

　」と‘7z‘μ∫泌αZ〃ご1L∫α2酬∫

　EZθ0ご1Zα万∫Z面C1沼7一α8

　＆カψμ∫τ戯ゾzμプ認

　cαノーε工漉εゐカz5だ

Trennarten　d．　Untereinheiten；

勘フη9ノμ卿5伽5〃認∫5

Aπんプα②oπん煙漁‘∫

群落区分種
　ホタルイ

　ハリコウガイゼキショウ

　シカクイ

　アイバソウ

　オニスゲ

下位単位区分種

　ヨシ

　コブナグサ

M∫Cプ05あ9’μノμη∫ηみ∫2zez〃μvar．ρo砂5如‘1姻z4η’アシボソ

　E妙α渉。プ加π～∠ノz4Z8ツαノzπ〃z

So且s亡ige　Art：

％乏ygoノ置z〃π彦1L姻∂6／9だ

　サワヒヨドジ

その他の種

　ミゾソバ

1

SE
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2×4
180

70

60

30

5

2　　3　　4

SE　SE　SE
17　　エ6　　15

2

3x6　2×31．5x5

40　　50　　50

60　　98　　95

5　　8　　15

2。2　　4●4　　十・2　　1・2

÷・2　　1・2　　十　　十・2

1・2　　2。3　　4●4　　3・3

十　　　。　　2。2　　玉・2

　・　　　→一　　　！。2　　3．3

4。4　　。　　・　　。11

’；一－

@・liニゼー『ギ

◆　　　　・　　　：2・2　　　1・2：

・　　　・　　1十　　　十

。　　幸　　　・　　十

出現1回の種　AuBerdem　le　einmahn　Lfd．　Nr．3：B認8π5ノ｝・o／z405αアメリカセンダングサ　十；in　4：

々y6砂μ∫ηzαα‘葱α2zπ∫ヒメシロネ十，％砂907襯η35∫ε∂oZ読∠アキノウナギツカミ十，ムαc1ηz89♂o∂05αチゴ

ザサ1・2，Agノη∫訟cZ卿α如ヤマヌカボ十，　Aπθノπ麟αρ万παψ5ヨモギ浄，」励6螂励膨5　vaL如。ψfθη∫

イ1。2．

調査地及び調査年月日Fundorte　u．　Datum：in　Naturdenkmals－Areal天然言己念物指定地内（27．　Sept．1978）

調査者1．2：Aufa。　von　R　M．　u．　Kat．3．4：Aufn．　von　K：．　F．　u．　T．　O．
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グサ下位単位群落は，シカクイが七度3～4と優為した裸地に接した流水縁の植分である。

　一般にシカクイやホタルイを中心に結びつく植物群落は砂礫土の上に薄く泥：土が堆積した，時

に冠水する環状地に生育しやすい。高層湿原で有名な尾瀬ケ原から，鬼恕川河川の植生まで報告

されている（宮脇・藤原1970，奥田！978）。

　　9）　オニスゲ群落

　　　　0αrεκ　dεcんεπ8εε一Gese蓋1schaft　（壕】ab．　19）

　芦ノ湖汚水処理場予定地内の石堤にカサスゲ群集に隣接してオニスゲ群落が調査された。オニ

スゲ，アイバソウ，カソガレイ，ホソバノヨツバムグラ，ヨシなど構成種9種のうち5種は低層

湿原を代表するヨシクラスの構成種である。湯沢川に接しているため，他の種も侵入しやすく，

ミゾソバ，オラソダガラシ，イなどもみられる。オニスゲは低層湿原より中間湿原まで，水位の

低い立地にもみられ，生育地はヨシクラスのカサスゲなどにくらべ比較的広い。

Nr．　d．　Aufnahme＝

H6he　d．　Krautschicht－1（cm）：

Deckung　d．　Krautsch1cht－1　（％）：

H6he　d。　Krautschichレ2（cm）：

Deckung　d．　Klrautschicht－2（％）；

Artenzah1：

Tab，19オニスゲ群落
Cσ1で露漉ごた’ノz∫ガ．Gesellschaft

　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　草本第1層の高さ

　　　　　　草本第1層植被率

　　　　　　草：本譜2履の高さ

　　　　　　草本第2層旧套率

　　　　　　出　現　種数

Trennarten　d，　Gesellschaft；

　Cα，でぼ読。勉ノz∫猷

　8‘妙μ∫癬ぬ‘π～ε

　5c妙μ∫〃∫αηg認α友‘5

　Gα読‘〃a彦rザ4z〃πvar。伽ψ84z‘πα‘観z4〃置

　跳’ugノπ漉5α臨1厩∫∫

Sonstige　Aエten；

　％むgoπz槻〃即zみθ’召だ

　翫5如≠々‘〃zoが伽α♂6

　」｝‘π鰯四一∫var．48ψ妙z5

　∠4z∫∫〃己αcα刀α〃cz‘♂α臨〃～

調査地，調査年月日および調査者

（27，Sept．1978von　KRu，T．　O．）

群落区分種
　オニスゲ

　アイバソウ

　カンガレイ

　ホソバノヨツバムグラ

　ヨシ

その他の種
　ミソソバ

　オランダガラシ

　イ

　ヘラオモダカ

K1

44

120

3

50

90

9

Fundort　u，　Datum：Sengol｛uhara，　Sekitei仙石原石堤

4・3

2・2

1。2

十・2

十・2

十・2

1・2

十・2

十

　10）　ショウブ群落

　　　　ムeor㍑s　cαεαη協s　var．απgπ6彦αfπs鵯Gesellschaft（Tab，20）

　仙石原湿原内に2ケ所ショウブが4～5と優陣する植分がみられる。種組成は一定していない

が，ショウブが優占しているためショウブ群落として示された。
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Nr．　d．　Aufnahme；

Datum　d．　Aulnahme（1978）1

　　　　Tab．20　ショウブ群落

・4ω’門’‘∫ごαZωπz‘5var．α’zgκ∫診αオ～‘3－Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Vegetation（m）l

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査番号
調査月　日

調査薗積
学　　生　　高

植　　被　　率

鴫現種数
Trennart　d．　Gesellschaft：

　伽07’Z‘5Cα伽銘‘∫var．αノzg’‘∫雄～‘∫

Sonstige　Arten：

　Cα1で躍αψ〃α08α

　77L8砂μ8ノゴ∫ρ盈‘∫孟1噂∫∫

　M諭η5’89’z’〃‘u加’ノZ8～〃πvaLρ・砂5白妙ε‘〃’

　Ezψα彦・7ゴμ〃読溜（汐απz〃π

群落圧分種

　ショウフ

その他の種

　ハリガネスゲ

　ヒメシタ

　アシボソ

　サワヒヨドリ

18！　　239

8　　　8
2　　　　3

3×7　　2×2

1．5　　　1

9（｝　　　90

7　　　27

5・5　　4・4

十・2　　　十

十・2　　2・2

十　　　　十

十　　　十

娼現1回の種AnBerdem　je　e玉nmal　in　Aufnahme　Nr．181；電翔Zo伽‘〃3ρ5ηフ廊1zoZ（〃z’〃π　アカバナ　＋，

Egぬ∫θ’μ〃zαノ如8／z∫θスギナ十，　i112391／レ惚ノ〃∫∫如ρ’カ～αψ5ヨモギ2・2，　P1〃ug〃～∫’θ5αz6∫ケαZ∫∫1・1，

D甜’9’αcノ吻zα如ウツギ十，Pb4ygωzz〃π5毎60Z漉ガアキノウナギツカミ1・2，　EZ80ご1zα1露τθ齢～〃u8シカク

イ十・2，∫b4ygoπ～〃μ〃zz〃め81：9海ミゾソバ十・2，　P∫Zεα〃多。～zggoZ～6αアオミズ1・2，1侵yρ8ノゴα‘〃z　81で。‘‘〃πオ

トギリソウ十，・45面面ノ厩‘1闇砂妙Z♂αチダケサシ十，％彦βノ漉”αノ）でッ〃如〃αミツバツチグリ十，εC麗”αがα

のθノκ♂6η∫ヒメナミキ十，GαZ如π窺んκ〃耀gz‘7uキクムグラ　十，　Cαr鶴読功認磁αカサスゲ÷，君∫’8ノ書

αgθノ厩。ガ漉5var．　oη磁～‘∫ノコンギク　十・2，々y6（4）～45π1～耀。耀5エゾシロネ　1・2，　Poらgo／z～〃π／z）’‘Z”醒）ガ！）819

ヤナギタデ＋，ムyαψ鰐〃z砒π葱απz’5ヒメシロネ　＋，A漉）・漉〃πノzψo加。μノ〃イヌワラビ＋，7ワzめ翼θ1廊

漉α硲加8がノ〃z認αゲジゲジシダ十，5αZ油桐溜g槻イスコリヤナギ÷，搬θ♂8rぬ5cα1～4朗∫var．ノ〃α力厩ヘ

クソカズラ十，ムy5∫〃～αC痂α4αημプ此αクサレダマ十．

調査地Fundort：Sengokuhara－Moor仙石原：湿原

調査者：181：Aufnahme　von　A．M，　R，M，　K．　S．　u．　Y．　S．，239：Au圭n．　von　K．1．　T．　O．　u．　K．　U

　一般にショウブは，池や溝の渕などの浅水中に自生する。芳香が葉にあるため植栽され5月の

節句に湯に入れられ身体をあたためるため使われることがある。仙石原湿原にみられるシ。ウブ

は，植栽されたものが逸出した可能性がある。

　11）　ミクり群落

　　　　助αrραπεπ配　8foεoπ〃「θrπ〃己一Gesellschaft　（Tab．2D

　仙石原湿原中央部の凹状地や湯沢川沿いの支流などには，丸い球状に集まった，突出した実を

もつミクリが，水深2～40cmの湛水地に生育しているのがみられる。水深の浅深により生育し

ている植物が異なるが，平均1～3種と出現種数は少ない。水深が浅いところでは6種と多くな

る。

　ミクリは果実がない外形はマコモによく似た形態を示している。多年生植物で低湿地における

湖沼の岸部や，ゆるく流れる川岸に帯状に生育しているのが一般にみられる。
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Laufellde　Nr。＝

Nr．　d．　Aufnahme＝

Datum　d．　Aufnahme（！978）；

、Vassertief　（cnユ）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzahh

　Tab．2！　ミ　ク　リ　群落

勘α1：gα〃∫～〃μ∫’oZoノ～旅1遅〃3－Gesellshaft

　　　　　通　し　番　号

　　　　　調査番号（SE）
　　　　調査年月日

水　　　　深

調　査　面　積

植　　生　　高

植　　被　　率

出　現　種　数

Trennart　d．　Gesellschaft；　　　　　　　　群落区分種

　翻αノgαノパ～〃π舘oZo刀旋1忽〃’　　　　　　　　ミクリ

Trennarten　d．　Untereinheiten：　　　　　　下位単位区分種

　Cα紹露‘Z飴ゐ加5周目　　　　　　　　　　　　　　オニスゲ

　5C吻）硲‘がαノ～9配α‘郡　　　　　　　　　　カソガレイ

ムrten　d．　Phragmitetea：、　　　　　　　　　　ヨシクラスの種

　08／zζzノ～〃昭ブαηα〃此‘z　　　　　　　　　セジ

　Cα1でエ。♂加αc8αvar．αノ～g～‘5彦’o’『　　　　　　ミヤマシラスゲ

　鐸Zノ『α9〃漉85α～f∫〃uZ～∫　　　　　　　　　　　ヨシ

　Gα躍〃πかゲ｝滅〃μvar．んでuψθ4z醒C認鷹z〃π　ホソバノヨツバムグラ

　乃4》1雄α〃9Z戚α乱‘　　　　　　　　　　　　ヒメガマ

　＆”診榔≠厚g配如’　　　　　　　　　　　　サソカクイ

　1　　2　　3　　4　　5
　43　　　42　　　40　　236　　180

　7　　7　　7　　8　　8
　27　　　27　　　27　　　2　　　　2

　　　　　　　　　　30
　2　10　5　5　～
　　　　　　　　　　40

2x21×32x51×13×5
　1　　0，7　　　－　0．05　　0．7

　70　　　80　　　70　　　80　　　60

　6　　3　　2　　王　　2

調査地Fundort：Sengokuharaイ1［1石原．

3・3　5●4　4。4　5・5　4・4

！。2　　1。2　　・　　　●　　　●

。　　…　　　　　　　2・2

　・　　・　　十　　・

　・　1・2　　・　　・

2・3　…

十・2　　・　　・　　。

！。2　　…

1・2　　。　　・　　・

調査老1，2：Aufn．　von　R．　M．　u．　Kat．，3：Y．　S．，4：Kl，　F．　u．　T．　O．，5：A．　M．，　R．　M．，　Kl．　F．　u．　Y．　S．

　仙石原では，水深2～10cmの立地ではオニスゲを伴い，また30～40cmの深い所ではカンガ

レイを伴ない生育しているのがみられる。水深が浅い立地ではヨシ，ヒメガマ，サンカクイ，ホ

ソバノヨツバムグラなどヨシクラスの構成種を伴い出現種数6種であった。

　一般に湛水地では，湛水という厳しい立地条件のために生育する植物は限られる。仙石原で調

査されたミクリ群落は，ヨシクラスの構成種からなる自然植生の一つ，低層湿原の植物群落であ

る。

　12）　ツルヨシ群集

　　　　Pkrag磁iもet厩m　jaρoR童cae　Minalnikawa　1963（Tab．22）

　湯沢川の蛇行した水流のrliiり角に，ツルヨシが植生高2．5mに達し，被度5と優占する植分が

調査された。繊現種数6種ときわめて単純な種組成を示している。ツルヨシを標一種としてツル

ヨシ群集にまとめられる（南川1963）。

　ツルヨシ群集は一般に細砂～小礫河川の冠水辺に生育する多年生草本植物群落である。植生高

は2m前後に達し，ヨシに似た茎葉を広げ，砂礫地をおおう。根茎はとくに発達し，長く粘土上
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Nr。　d．　Aufnahne：

Datum　d．　Aufnahme（1978）：

　　Tab．22　ツルヨシ群集

Phragmitetum　laponicae
　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　調　査　月　日

Gr6Be　d。　Probeflache（m×m）；

H6he　d．　Krautschicht－1（m）：

Deckung　d．　Krautschicht＿1（％）：

Hδhe　（1．　Krautschicht　－2　（m）：

Deckung　d．　Krautsch玉cht－2（％）：

Aτtenzahl；

調　査　面　積

草本第1層の高さ

草本第1層植被率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

鴫　現　種　数

Kennart　d。　Ass．：

　乃z2『α97瞬8∫ブ＠oπ∫cz‘3

Arten　d．　Phragmitetea：

　％砂g’侃’〃π漁ππδ8磐’∫

　P7zαzα7一∫∫αη〃z読ノ～αぐβα

　！18フη頭55彦oZo刀脚ノu

Sonstige　Arten；

　Egぬ∫召如παプ麗〃56

　％ち・90πZ〃πアZO405Z己1ノ’

調査地及び調査老Fundort：FluB　Yuzawa湯沢川

（Aufn．　VQ旦A．　Y．，　L．M，　u。　T．A．）

群集標徴種

　ツノレヨシ

ヨシクラスの種

　ミソソバ

　クサヨシ

　ハイコヌカグサ

その他の種

　スギナ

　オオイヌタデ

K1

K2

K2

K2

K2

K2

380

8

　3

2×4

2．5

85

0．7

20

6

5。5

2・2

1・2

十・2

十

十

あるいは細砂上をほふくする。

　ツルヨシは強固なほふく枝で土壌の移動を押さえる。

の保全にはきわめて重要な役割を果す。

したがって流水沿いの不安定な河辺環境

　13）オギ群落

　　　　！腕8cαπ疏π88αceゐαrガJorπ8・Gese韮lschaf重（愛ab。23）

　湿生花園に近い乾燥した立地にオギが被度4と優出した植分が調査された。オギにフジがから

まり，また2．3mに達するオギの下には，ツリフネソウ，ヒメシダ，コウヤワラビ他の隣接する

ヒメシダーチダケサシ群落の構成種が入りこみ，田田率70％にも達している。

　一般にオギが優附する植分は，河辺や水田耕作放棄地にみられる（中野1943，宮脇・藤原他

1972，Miyawaki　u．　Okuda　1972，奥田1978）。河辺では，くり返し行なわれる洪水によって堆

積する言質砂質土上に生育している。

　オギは外見はススキにきわめて類似しているが，単生すること，鞘に毛があり，秋季真白な花

穂を出すことにより区分される。
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Nr．（1．　Aufnahme：

Datum　d．　Auf且ahme（1978）：

　　Tab．23オギ群i落
M156α～zオ1z～‘5∫αご‘11ω・耀01・’∠3－GeseUschaft

　　　　　　　　　調査　番号
　　　　　　　　　調査　月　日

Gr6Be　d．　Probefl註che（m×m）：

恥he（L　KIrautschicht－1（m）：

玉）eckung（L　Krautschicht　－1　（％）：

H6he　d．　Krautschicht　－2　（m）：

1）eckung　d・Krautschicht－2（％）：

Artenzah1：

調　査直1積
草本第1層の高さ

草本第1層植被率

草本第2層の高さ

草本第2履植被率

出　現　種　数

Trennart　d．　Gesellschaft：

　泌’∫σαノ～〃沼∫∫αcc1Lαノマ刃。η4∫

Sonstige　Arten：

　Tノ昭如μ6ノ廊ραZμ5かお

　0π・6！8α58／z5め燃var．∫鷹〃”ψ♂α

　Z〃ψ碗諭z5詫鋭01ゴ

　々yαψ’45〃～αα漉ガαノ～z‘∫

　Cんα6πo〃30Z8∫ノ妙。ノ～記α

　Rz46～4∫クα7噂沈角z’z‘5

　Cα’”θ諾6砂〃αc8α

　R～め∫αα々αηε

　滋∫孟8rα96’厩・’485　var，・ηα孟z45

　V∫oZαてノ8ノでα〃～4‘Z

　アbZツgoノ㍑‘〃多∫’8うoZ4∫f

　Eノ’6‘1漉診8∫1丑如ηご’1b♂’α

　盈ψα伽碗〃πZゴ〃〃（柔yα～z～〃μ

　H畷yO薦Z〃z砒yαπαvar．1乙力W’α

　A’初厩∫∫αρノゴノzごゆ∫

　α融θ2z／z吻・∫α〃1呂var．加。・ノ～ψ如μ

　ル費：‘1’0∫’¢9∫z〃〃7∫ノ’励θz〃πvar．ρ0ら1∫孟α6ノ醜〃μ

　槻5孟81ゾαノZoノ乃～〃～4α

群落区：分種

　オギ

その他の種

　ヒメシタ

　コウヤワラビ

　ツリフネソウ

　ヒメシロ不

　クサボケ

　ナワシロイチゴ

　ノ、リガ’ネスゲ、

　アカネ

　ノコンギク

　ツボスミレ

　アキノウナギツカミ

　ダンドボロギク

　サワヒヨドリ

　ハシカグサ

　ヨモギ

　タイアザミ

　アシボソ

　フジ

K1

1（2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K1

252

　8

　3

3×6

2．3

70

0．8

70

19

調査地及び調査者Fundort＝Sengokuhara－Moor仙石原湿原Aufn．　von　K．1。，　T．O．　u．　Y，　S．

4・5

3。4

2・3

2。2

1・2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

3・3

b．流水植物群落　Pflanze猟9ese蓋1schaften　des　fl玉e3eRden　Wasse「s

　仙石原湿原を流れる小流水沿いにいくつかの植物群落がみられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祠
も含むが，流れの中に浮葉をもつ植物群落がまとめられた。

一部ヨシクラスの植物群落

　14）　カンガレイーエゾノヒルムシロ群落

　　　　ScεηPω8　frεαπρ鵜εα加εs郁Pofαηω98加πゐθ’θroPん〃π㏄8・Gese隻lschaft（Tab．24）

　湿原中を流れる側溝にエゾノヒルムシロが被度2と生育しているのがみられる。抽水植物のカ

ンガレイ，ヨシクラスの種であるヒメシロネやヨシが混生し，出現種数3種ときわめて少ない単

純な種組成を示している。カンガレイーエゾノヒルムシロ群落の名でまとめられたが，エゾノヒ
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Tab．24　カンガレイーエゾノヒルムシロ群落
＆∠ψ〃5かゴα〃g～’Zα’～‘∫一la，孟‘z〃zog8ωπ／溜61『砂んッ〃～’∫一Gesellschaft

Laufende　Nr．：

Nr．　d，　Aufnahme：

Datum　d，　Aufnahme（1978）：

Wasseftief（cm）：

GrδBe　d．　Probeflache（㎜×m）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）l

Deckung　d．　Vegetation（％）：

A式enzahl＝

通　し　番　号

調査番号
調査年月珊

水　　　　深

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出　現　種　数

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　％’α〃憩9砿。πん麗61一（ψ1～ツZ々∬

　5ご～ψ～ぞ3彦ヂ’α〃9μzα孟～∠∫

趣・nd・P昼・a琴m遮ga　cgmmuni凱
　ムyα～P〃∫〃’α‘～罐～αノz”∫

　刀〃門α9〃磁8∫照5〃αz～5

調査地Sengokubara　Moor仙石原湿原

群落区分種

　エソノヒルムシロ

　カンガレイ

ヨシクラスの種

　ヒメシロ不

　ヨシ

1

33

7

27

3

2

96

7

28

5

0．5×3　0，5x3

60

40

3

60

40

3

2・3　　2・3

2・2　　3・3

十

■

●

十

調査者11Aufn．　von　R．　M．　u．　Kat．2：von　K．　F．　u．　T，O．

ルムシロを群落区分種としてヒルムシロクラス（浮葉植物群落）にまとめられる。水深3～5

cmと浅く，増水時には数10cmの深さになる側溝にみられる。

　15）　オランダガラシ群落

　　　　2V血8♂πr∫εππz　of’εcぎπα」θ一Gese藍lschaft　（Tab．25）

　清流のわきに，あるいは湿原中を流れる小流水中にオラソダガラシが被度3～5と優占して生

育している。ヨシ，ミズオトギリ，アゼスゲ，ヒメシロネ，サワギキョウなどのヨシクラスの植

物が共存している。出現計数8～！1種とわずかに多い。水深10cm内外で，水温は夏季でも周辺

の湿原よりも低い。

　オラソダガラシはクレソンと1呼ばれ一般に西洋料理，サラダなどに利用される。最近は植栽さ

れたものが逃げ出し多くの場所でみられる。

　16）　エビモ群落

　　　　pofα7πogθ‘oπcrεsp配8－Gesellscha鴛（Tab．26）

　湯沢川中の水深25～30cmの水中にエビモが被度5と優占した単純群落を形成している。湯沢

川では一ケ所調査されただけであるが記載しておく。
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Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Wassertief（cm）；

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　ln）l

H6he　d．　Krautschicht－1（・n）＝

1）eckung　d．　Krautsch玉cht　－1　（タ6）＝

H6he　d・Krautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krau亡schic1覚一2（％）；

Artenzahl：

Tab。25　オランダガラシ群落
Nrz∫オ～〃『翻～〃”qがん∫〃α♂8－Gesellschaft

　　　　　　　　　通　し　番号

　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　水　　　　深

　　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　　草本第1層の高さ

　　　　　　　　　草本第1／曹権｛被率

　　　　　　　　　草本第2層の高さ

　　　　　　　　　草本第2層植被率

　　　　　　　　　出現画数

　！

121

10

1×2

L7
30

0．5

30

　8

　2

347

！0

1×3

Tτennart　d．　Gesellschaft；

　翫5‘z〃ガπ〃’q〃泌々zαz6

Arten　d．　Phragmitetea＝

　1ヲzプα9〃廓召5α乙ゼ5〃’α〃5

　Tレ‘～α♂8πz〃πブ妙。／zゼご～．‘〃’

　zづ，‘砂♂‘5〃雄αご短α1z～‘∫

　Cαノーθ露〃z～〃zわ8’9ガ

　Loゐε翫z∫8∬fZヴ～漉α

　ゐツ∫’〃醜01L如4α祝’1層比α

　＆，∠厚）κ5τびか。んz〃’ζz8

　0召1～αノz〃昭ゴαむαπガ‘α

　rb灸ygoノ～z〃μ〃～～〃zゐ8／9ガ

Sonstige　Arten：

　．∫〃ψ81撹αり伽47”侃var．た08〃紗∫

　捻こご‘ヲzノ～6910か。∫α

　Pbらgoノ〃〃μノリノ4ノ’ψψ4ノ’

　C’ノ・∫々〃μ5ご（めoZ4∫∫

調査地Fun（10rt＝Sengokuhara　Moor｛【il石原湿凍

群落区分種

　オランダガラシ

ヨシクラスの種

　ヨシ

　ミズオトギリ

　ヒメシロ不

　アゼ’スゲ

　サワギキョウ

　　　　　　　クサレタマ

　アイバソウ

　セリ
　　　　　　　　　　ぐ　ミソソ／．・

その他の種

　チガヤ

　チゴザサ

　ヤナギタデ

　マアザミ

1（2

0。4

go

11

Kl

K：2

K2
1く2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

1
3・3

3。3

十

十

十。2

十

十

，

o

●

十

。

●

，

5。4

十・2

十

十

1・2

●

●

十・2

÷

2・2

●

十・2

十

十・2

調査者11Aufn．　von　Kl．　F．　u．　T．T．，2：von　Kl，F．　u。　M．N．

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme二

Wassertief（cm）＝

Gr6Be　d．　Probe鉱che（ln×組）；

Deckung　d．　Vegetation（弩）：

Artenzahl＝

　Tab．26エビモ群i喀
R）孟α〃～．og麗。／zぐプ！鐘）μ∫一Geseilschaft

　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　調査月　日

水　　　　深

調査面積
植　　被　　率

繊　写急　希重　数

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種

　∫b‘α〃’・96彦ω～c蹟吻‘∫　　　　　　　　　　エビモ

調査地及び調査者Fundortl　FluB　Yuzawa　l易沢川（Au｛n．　von　A．Y，，　L．　M．　u．　T．A．）

381

　，78

　8

　3
25－30

2×4

　95

　1

5・5
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c．中間湿原　Zw童schenmoor　Vegeもation

　山地斜面，高層湿原＊の周辺部などに発達するイネ科植物，スゲ類などを主とした湿凍は，本

来は地下水に関係なく降水によって生活しているが，高層湿原ほど保水力がなく乾燥しやすい。

また地下水や流水の影響のある湛水また多湿地では，低層湿原のヨシクラスの植物が混生する。

伯石原湿原では高層湿原が発達するためには気温が高く高層湿原の植物群落はみられないが，中

間湿原の植物群落がいくつかみられる。ミズゴケ類ではオオミズゴヶ勘hαgη瑚zραZz虚解L．カミ

中間湿原によくみられる。

　17）　イトイヌノヒゲ群落

　　　　ErεoeαμZoπ　dθcθηεfZor配配一Gesellschaft　（饗al）．27）

　天然記念物指定地域内に，きわめて狭い面積で発達している。ヒメシダーチダケサシ群落や，

株立ちした野地坊主状に発達したチゴザサーアゼスゲ群集の間の隣接した回状地にイトイヌノヒ

ゲ，コイヌノハナヒゲ，カリマタガヤ，ムラサキミミカキグサ，ヌメリグサ，シロイヌノヒゲな

どイヌノハナヒゲ類R勿ノZ6ん0ψorαやホシクサ類五》一∫0ごαZ‘ZOπあるいはミミカキグサ類碗2ゴα｛一

♂α加が結びつきあい特異な群落を形成しており，イトイヌノヒゲ群落としてまとめられた。

　イトイヌノヒゲ群落は，関爽地方の低湿地に，わずかに分布していたものと考えられるが，そ

の生育立地は，きわめて微妙で，人為的影響により耕作されたり，地形が変えられたりすること

により消失している。

　イトイヌノヒゲ群落を構成するモウセンゴケ，ムラサキミミカキグサは食虫植物として珍らし

い植物であるが，細砂，細添上に堆積した，浅い泥土上に生育し，ホシクサ類E2勿‘α配。πやイ

ヌノハナヒゲ類R妙π読。功α『αなどと結びつきあい生育している。

　イトイヌノヒゲ群落などのような食虫植物と乃ゼ0侃認0π，R妙π漉0ψorαとの結びつきをもっ

た植物群落は各地で特異な分布をもつEr∫06側Zoノ‘により代表されみられる（Fujiwara，　K．1980）。

関東地方では，現在茂原（小滝・大賀1975），一宮などに類似群落が分布している。神奈川県下

では，箱根仙石原が唯一の群落生育地である。植物社会学的にはホシクサーコイヌノハナヒゲ群

期Eriocaulo－Rhynchospohon　fuliianaeにまとめられる。

18）　オオミズゴケ群落

　　　鋤1己α9ππηz、ρα’πs診rθ圏Gesellschaft　（Tab．28）

神奈川県下では湿原生のミズゴケ類勘1雄gη謝多が自生するのは，仙石原湿原が唯一の産地と

ぷ高層湿原：ミズゴケ類を主体とした泥炭上に発達する湿原。pH　3～5の強酸性，無機土壌の影響を

　受けない多湿，低潟の厳しい環境条件下に発達する。尾瀬ケ原，霧ケ峰，八幡平，サロベツなどの湿原

　が有’名である。中間湿原や低層湿原の植物群落とともに発達している。
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Laufende　Nr。＝

Nr．　d．　Aufnahme：

王）atum　d．　Aufnahme（1978）＝

α6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d・Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzah1：

　Tab．27イトイヌノヒゲ群落
E2ゼ06αε4Zoη48ご8〃470プ〃〃一Gesellschaft

　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　調査月　日

　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　出　現　種　数

Trennart　d．　Gesellschaft：

　EノブOC傭ZOπぬC8〃ゲZO耀〃’

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Einhe｝ten＝

　1～ゐツ刀6加ψoノ’αカφ∫β刀α

　D’〃381ゴα・ηz励・少・4αvar．オθ〃伽

　α1ゴ‘〃z〃物ツ説μ5∫ノノ！8〃5／5

　5αC・’o妙5～5加61加var．・ア：y競・ゾz〃π

　E7一～06躍40〃5漉0ゐ忽7Z〃〃

Begleiter：

　1）zη56ノーαノ窃～〃～読1わ～～α

　Cαr6滋ぬ〃zろω拶’

　EZ6061Z｛τ，「～∫τσ∫（ゾZ，‘1r魔8

　」～〃zα‘∫割αzzピ611fαノ㍑‘∫

　E（zぬ56彦z〃μ⑳闇て，6／z58

　T’ゼα4ω～z〃～りζψoηfCz〃ノ～

　㌻「ガ0♂αη81・8Cκ刀ゴα

　孟∫診6ノ’η49乙4Zo5螂

　アんめψ如廊少盈‘5孟ノ廊

ムy∫加αぐん∫α磁祝‘ガ。α

ゐツαψz‘∫ノ〃ααo窺αηz｛∫

　8脚81一診ごαう〃ノ～αα‘zζz‘α

群落区分種

　イ　トイヌノヒゲ

上級単位の標徴種および区分種

　コイヌノハナヒゲ

　カリマタガヤ

　ムラサキミミカキグサ

　ヌメリグサ

　シロイヌノヒゲ

随伴種

　モウセンゴケ

　アービスゲ

　シカクイ

　ハリコウガイゼキショウ

　スギナ

　ミズオi・ギリ

　ツボスミレ

　サワシロギク

　ヒメシタ

　クサレタマ

　ヒメシロ不

　アケボノソウ

i　1　　2
　377　　378
　】．0／5　　　　！0／5

　1．5　　L5
　　25　　　20

　　50　　　60

　　15　　　16

調査地および調査者Fundort；天然記念物指定地内（von　K，E　u。　M．N．）

1。2　　2・2

3・3　　2・2

2・2　　3・3

1・2　　1・2

十　　　十・2

十　　　十・2

十・2

十。2

十・2

十

十

十

十

十

十

　〇

●

●

十・2

十・2

十

十

十

十

十

　〇

　●

十

十

弔

いえる。とくに，森林生のミズゴケは他所にもみられるが，オオミズゴケ勘勧gπ瑚砂αZZ‘5か8

は中間湿原の構成種として，ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域にかけて，開発により年

々その生．境地がせばめられてきている。

　国指定特別天然記念物地域内及び，その周辺に面積1×ユ～2×2エnの島状にオオミズゴケが

クッション状に生育している。チダケサシ，ヒメシダ，ツボスミレ，シカクイなど中間湿原構成

種と，ヒメシロネ，ミズオトギリ，ヨシ，クサレダマなど低層湿原のヨシクラス構成種が混生し

特異な群落を形成している。一部森林・林縁生のウロコミズゴケ勘ん．5卿αゾγ05z鰍を伴ってい

る植分も調査された。

　一般にオオミズゴケは，ヤブツバキクラス域一部（ブナクラス域への移行帯）より亜高山帯のコ

ケモモートウヒクラス域の高層湿原：周辺まで広い生育地をもっている。時には高層湿原の構成種
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であるイボミズゴケの1z．ρ妙〃05z‘駕におきかわり，高層湿原の一群落を形成したり（宮脇・藤

原1970），屋久島ではやクシマダケ群集の周辺，流水縁に帯状に生育していたり（宮脇編著1980），

マント群落の下や水源地周辺，あるいは山地の湿原（秋田県鳥海山：藤原・望月未発表資料）な

ど，各地できわめて広い範囲で生育がみられる。しかし現在までに残されているのは，山地帯以

上の高海抜地，あるいは高緯度地方に多くみられ，低山地では水田耕作などに利用され生育地が

せぽめられている。神奈川県ではオオミズゴケ群落は箱根町石原に自生するにすぎない。

　一般に高層湿原，中間湿原を構成するミズゴケ群落は降水（雨水）により生育する。オオミズ

ゴケは，降水とともに，植物群落の周縁部に生育し，植物群落が吸水，保水しきれなかった余分

な水分が流れ出る立地に帯状に生育し，生活している。一般にミズゴケによりつくられた泥炭層

10～30cm前後の堆積地に生育しており，地下水の影響はうけない。

　19）　ヒメシダーチダケサシ群落

　　　　77あeJ〃Pオεrεs　pα！πs彦rεs一ノ48渉εZδε7ηεcrOPん〃πα一Gese董璽sc熱aft（Tab．29）

　初夏に一斉にチダケサシの桃，銀牌ソソウの黄色，サワシ浅春クの白，ヒメシロネの小さな白，

クサレダマの黄色などの白と黄色の花で湿原が彩られる身分は，ハリガネスゲ，アシボソ，サワ

シロギク，ヌマトラノオを区分種としてヒメシダーチダヶサシ群落にまとめられた。

　ヒメシダーチダケサシ群落は，ほんのわずかな立地の相違によりヨシ，ヒメシダ，チダケサシ，

八目ソソウなどが交互に優占種として生育する。一見種組成が異なるようにみえるこれらの優占

群落は，種組成的にはきわめて類似しているため，理解されやすいように相観より群落名がつけ

られた。ヒメシダーチダケサシ群落は，宮脇他（1972）のマアザミーミズオトギリ群落の一部及

びミャコァザミーコゥヤワラビ群落も含め一群落にまとめられた。湿原植生は水分条件に対し，

種の生育が敏感に反応する。ヒメシダーチダケサシ群落は，種組成的に一定しているが，立地の

微地形や水分条件のわずかな根違で優占する植物が異なる。

　ヒメシダーチダケサシ群落はさらにワラビ，ノコンギク，ヘクソカズラ，メドハギ，ススキ，

ナカトラノオなどのススキ草原構成種をもつワラビ下位単位群落と，特別な区分種をもたない典

型下位単位群落に区分される。

　ワラビ下位単位群落は湿原中のやや乾燥した，地形的に高い立地に発達している。ワラビ下位

単位群落は，さらにヒメヤブラン，オミナエシ，シバスゲ乳ウツボグサ，ネズミガヤで区分され

る下位単位がみとめられた。

　ヒメシダーチダケサシ群落は，ススキクラスの構成種が混生している。湿生草原と乾生草原の

中澗に位置する植物群落である。
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　20）　シロイヌノヒゲ群落

　　　　ErεocαπZoπ　8εん。んεαππηひGesel霊scha｛t　（饗ab．30）

　天然記念物指定地域内の表層土をはいだ立地には，シロイヌノヒゲ，ハリコウガイゼキショウ，

コヶオトギリで区分されるシμイヌノヒゲ群落がみられる。同じホシクサ属のイトイヌノヒゲ群

落と比較し，サワヒヨドリ，コブナグサ，オカトラノオなどヨシクラスの種が生育している。さ

らにドクダミ，アキノウナギツカミ，ミツバツチグリなどソデ群落構成種やススキ草原構成種な

ど多くの植物が混入し，出現総数！6～21種と多い種組成を示している。とくに園地周辺では，コ

ゴメガヤツリ，オオバコ，アカバナ，アキメヒシバ，イ，ヨモギで区分される下位群落がみとめ

られた。

d．乾生草原　饗rocken－unδHalbもrockeRwiesen

　仙石原に発達する植生域の大部分を占めるススキ草原は乾生草原としてまとめられた。広大な

面積を占めるススキ草原は，刈りとり，火入れなどの人為的影響と長い閤共存し，持続してきた

植物群落である。場所によリハコネダケ群落，ヤマアワ群落，シバ群落におきかわっているとこ

ろもみられる。ワラビ，ヤマハギなどは優饗してファシスを形成している。

　好窒素性の立地ではヨモギ優占植分がみられる。

窯蛎

璽．、

灘／

r妻載競

Fig．40　トダシバーススキ群落中のヒメシオンの季観。初夏に白い花を満開する。

Aspekt　von孟∫如’ヵ5孟’g～α甜∫mit　der　welBen　B1廿men　in　FrUhsommer　der五πρ～4～〃〃‘‘

んカ・孟α一M～5cα刀彦加’∫3〃z6刀∫～5．Gesellschaft．
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　21）　トダシバーススキ群落

　　　　ぱ4rππ｛涜πθπα耐r‘α一瓶ε8cαπ渉んπ88επθη8ε8－Gesel藍schaft（Tab．31）

　仙石原の乾生草原をもっとも広くおおっている群落は，ネコハギ，カワラマツバ，ヒメヤブラ

ン，オミナエシ，シパスゲ，コマツナギで区分されるトダシバーススキ群落で代表される。トダ

シバーススキ群落は，ススキが被度2～5と優占することが多いが，トダシバ，ワラビ，チガヤ

が同量つつ，あるいは，トダシバが三度4と優占することもある。植生図上では，とくにトダシ

バが優罰する植分に対してはトダシバファシスとして示されている。

　トダシバーススキ・群落はさらにヤマハギ，オトコヨモギで区分される下位群落と，ヒメトラノ

オ，ヨシ，サワシロギク，ツボスミレ，ヒメシロネで区分されるヨシ下位群落，特別な区分種を

もたない典型下位群落に下位区分される。ヤマハギ下位群落及び典型下位群落は比較的広く分布

するススキ草原の大部分を占め，乾燥した立地を示している。ヨシ下位群落は，湿原植物群落

（ヨシ群落をはじめとする低層湿原植生や，オオミズゴケ群落，ヒメシダーチダケサシ群落など

の中心湿原植生）との接点に帯状に生育する。地下水の高い立地のススキ群落である。

　トダシバーススキ群落は，火入れ，刈りとりとつりあって長い時間かけて持続してきたススキ

草原である。一般に，定期的管理をうけたススキ草原は，ススキクラスにまとめられる種群によ

り特微づけられる。他のススキ群落に対し，トダシバーススキ群落は安定したスろキ草原を形成

している。

　22）　ヒメジョオンーススキ群落

　　　　Erεgeroπαηππz己8脚ノ翅1εscαπfんπ8　sεπεπs∫8－Gesellschaft（Tab．32）

　ススキが被度2～5と優卜するが，ヒメジョオン，スギナ，ツユクサ，ゲンノショウコ，アレ

チマツヨイグサ，シシウドで他のススキ群落と区分される植分はヒメジョオンーススキ群落とし

てまとめられた。

　ヒメジョオンーススキ群落は，人為的影響，掩乱を強くうけた草原で，ススキクラスの構成種

は比較的少ない。ヨモギが純度2～3と高い被度を占めている。

　ヒメジョオンーススキ群落は，さらにフキ，ヘクソカズラ，ノイバラ，ツルウメモドキ，オカ

トラノオで区分される植分と，シバ，トダシバ，ヤマアワ，ツルマメ，コブナグサ，アキノウナ

ギツカミ，イヌタデ，アシボソ，ヤマヌカボで区分される画面に下位区分される。

　23）　iヨモギーススキ群落

　　　　∠4r診θη諺sεαprεπcθps一ノ睦ε8cαπfん瓦s　s‘πεπsε8圏Gesel！schaft　（7ah，33）

　ヒメジョナソーススキ群落よりも，さらにススキクラスの構成種が少なく，特別に区分種をも

たないススキ草原が，仙石源に分布する。ヨモギ，コウヤワラビ，ヘクソカズラを区分種として

ヨモギーススキ群落として示された。
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　種組成の上ではトダシバー・ススキ群落，ヨシ下位群落のヨモギ優占群落が，一部植生図上では

ヨモギーススキ群落として示されている。ヨモギーススキ群落は，地界域の刈り取りが頻繁に行

なわれるところに多く分布している。

　24）ナワシロイチゴーススキ群落

　　　　Rπ6π8Pαrひか。衡π8一躍r’8cαηfゐπ8　sεπθπ8ε8－Gesel茎schaft（Tab．34）

　仙石原のススキ草原には，ヨモギ，ナワシロイチゴは高い常在度で出現している。今回は便宜

的に区分種をほとんどもたないススキ草原をヨモギーススキ群落およびナワシロイチゴーススキ

群落として示された。

　ナワシロイチゴーススキ群落は，出現種数！3～26種と比較的少ない。仙石原湿原内で小高い立

地に位置し，他の植分にくらべ比較的乾燥しており，さらに，頻繁な刈りとりや火入れにより単

純な種組成になったものと推察される。ススキ草原の構成種が少ない遷移途上の群落である。ナ

ワシロイチゴーススキ群落は安定したススキ草原への移行帯を示している。

　ナワシロイチゴーススキ群落は仙石原湿原内では西部の側溝沿いに分布している。ナワシロイ

チゴーススキ群落が出現種数13～16種と少ないが，ヨモギーススキ群落は出現種数30～44種と多

く，低層湿原や，中間湿原の構成種を一部含むことで区分される。

　25）　シバ群落

　　　　Zo〃8εαノαpoπεcα葡Gesellschaft（丁我b。35）

　仙石原湿原内の一部や東洋郵船敷地内には，植生高3～10cmのシバがカーペット状に生育し

ている草地がみられる。シバを区分種としてシバ群落にまとめられた。

　シバ群落はさらにヨシを区分種とするヨシ下位群落，ワラビ，マツムシソウ，コマツナギを区

分種とするワラビ下位群落，ミツバツチグリ，オオバコ，ヤマヌカボ，ミヤコグサ，クサイ，ス

ズメノヒエを区分種とするミツバツチグリ下位群落に区分された。さらに特別な区分種をもたな

い典型下位単位群落がみられる。

　ヨシ下位群落は，湿原内に島島に発達するシバ群落の周縁部に生育する植分がまとめられ，隣

接するヨシ群落よリヨシが侵入しているシバ草地である。ヨシの植生高が1mと高く，シバとヨ

シの二層群落を形成している。出現種数5種，9種と少ない。ワラビ下位群落は永久方形区設置

地点が含まれ，ワラビ，マツムシソウ，コマツナギなどススキ草原構成種が侵入している。典型

下位群落はシバ群落の，よく刈られる群落を代表し，紬石原の湿原に隣接して建てられている寮

の庭などのシバ群落がこれにあたる。ミツバツチグリ下位群落は，東洋郵船敷地のシバ群落がま

とめられ，かって，頻繁に人が入り踏まれたため，オオバコ，スズメノヒエなどが区分種にみら

れる。ミツバツチグリ下位群落区分種は刈られることよりも踏まれることにより持続するシバ群

落の構成種の特徴を示している。ミツバツチグリ下位群落は，さらにアキメヒシバ下位群落，ミ
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璽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　縛：・寡黙無

爵雛蘭留愚嬢薫鷺纏麹翻函嘘織欝懸・騨
顎

　Fig．41　永久コードラートに設定されたシバ群落

Auf　der　Zoッ5乞αブ砂。ηゴ6α一Rasen　aufgestellt　es　Dauerquadrat

ノボロスゲ下位群落，典型下位群落，コブナグサ下位群落（ヨモギ，コブナグサ，マメザクラ，

シバスゲ，リンドウを区分種とする）に下位区分される。アキメヒシバ下位群落は，出現種数6

～9種類少なく，よく踏まれる立地に発達している。ミノボロスゲ下位群落は，アキメヒシバ下

位群落同様によく踏まれるがやや凹状地の湿った立地，コブナグサ下位群落はシバ群落の周辺部

のやや管理の粗放的な立地に発達している。

　26）　ハコネダケ群落

　　　　PZθεobZα8彦π8　cゐεπo　var．　oα∬επαま腐s－Gesellschaft（「£ab．36）

　仙石原湿原のやや小高い立地にハコネダケが被度5と優離し，植生高2～4釦と高い草原を形

成しているのが広くみられる。ハコネダケは本州中部のフォッサ・マグナ地域の伊豆，丹沢，箱

根，富土山などに分布し，ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部の各地に分布している。

ハコネダケを群落区分種としてハコネダケ群落にまとめられた。

　ハコネダケ群落はさらにサルトリイバラ，ヤマイノイモ，アカネ，タイアザミ，ハリガネワラ

ビで区分される下位群落とスイカズラ，ノアザミ，リンドウ，クサレダマ，オトコエシで区分さ

れる下位群落に下位区分される。サルトリイバラ下位群落はヘリポート跡地の周辺で比較的乾燥

した立地に，スイカズラ下位群落は湿原周辺のハコネダケ群落にみられる。

　ハコネダケ群落は被度はきわめて少ないが高常在度で生育するススキ，ナワシロイチゴ，ワラ
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Laufende　Nr．：

貿r．d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1978）：

Gr6βe　d・Pr・beflache（m×m）：

Hδhe　d．　VegetadOR（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．37ヤマァワ群落
Cα～α〃3α9プ05∫∫5砂な8∫05－Gesellschaft

　　　　通　し番号
　　　　調査番号
　　　　調査年月日

　　　　調査面積
　　　　植　　生　　高

　　　　植　　被　　率

　　　　出現種数
Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Cα♂αη’α97・o’∫5（ψガ9β∫05

　々y∫∫ノπαc1磁プbr頗刀β∫

　cαプ8¢αゆz♂α‘θα

Sonstige　Artenl

Z（と瞬α1ψoπガ。α

Eg認∫6旗7πα測8／z56

鰯σ05’89’zηηブ砂。／2f‘πノノ3

遼〃zザ照。π1しご∫ρ勲4∫

Gθ’エη加ημ1Lπノめ8719ガ

A2一〃～♂∫ηε〃α1Lカー’α

群落区分種

　ヤマアワ

　ヌマトラノオ

　ハリガネスゲ

その他の種

　シバ

　スギナ

　ササガヤ
　　や　　　　　　　ロ

　コブナグサ

　ゲンノショウコ

　トダシバ

1　　　　2　　　　3

192　　　　　191　　　　178

8／3　　　　8／3　　　　8／2

3x4　　4x5　　4×5

80　　　80　　　80

90　　　90　　　98

9　　　12　　　12

4・4　　5・4

3・4　　2・2

1・2　　十・2

1・2　　1・2

十・2　　十・2

十・2　　　十

十・2　　　十

十　　　　十

　・　　　十

3・4

3・3

2・3

■

■

o

●

●

2・3

出現1回の種AnBerdem｝e　einmal　in　Lfd．　Nr4＝A9万η30π∫αブ＠oπ加キンミズヒキ1・2，　in　2＝Hθ5∫α

αZう。－7πα79加α鶴コバギボウシ　十，Mf（m5詑gfμ7πη勿琵η微ηz　va乙ρoりs‘αc廼麗7πアシボソ　十，　Aγ’e’漉sfα

ρア［∫παψ∫ヨモギ十，in　3：ゐッ5∫η3α‘1L∫α4αηπ7層∫6αクサレダマ1・2，　C加θηoηzθZ85ノ砂。加6αクサボケ2・2，

＆砂μ5痂C加澱8アイバソウ＋，Eμ1）α彦0γ廊2πZ加4勘yα7zπη3サワヒヨドリ十，1ηψ8プα’αくγ伽4万‘αvar．

々08加gガチガヤ1・2，8αη8’πガ50r6αr　Oガ1c魏αZf5ワレモコウ十，　Ro∫αゐ”彦μZαサンショウバラ十，五8功α密zα

餌πθα如メドハギ十．

ビ，クサボケ，ノイバラ，タチツボスミレ，ミツバツチグリによりススキクラスに所属すると考

えられる。

　一艇こハコネダヶ群落のような発達したササ草原は，安定した持続群落として，広い面積で生

育している。これは，ササ独特の密度の高い細雨と，他植物の侵入を許さない厚い粗腐植層のた

めに，高木の堺町の生育がほとんど不可能となるため，遷移が止まった持続群落として広い面積

を占めている。

　2ア）　ヤマアワ群落

　　　　C窃」αη2αgro8だ8θPε99εos髄Gesellschaf重（愛ab．37）

　ノガリヤスや時に花穂がない際にチガヤと見間違えるヤマアワの優重した植分が，湿原あるい

は乾小草原中に島状にみられる。

　ヤマアワ，ヌマトラノオ，ハリガネスゲを区：三種として，ヤマアワ群落にまとめられた。ヤマ

アワ群落は，一般に乾湿が激しい立地に優占植分を形成しやすい。とくに湿原周辺などで群落を

形成する。出現種数10～13種と単純な草原を形成している。
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　28）　ワラビ群落

　　　　Pfεrε（泥π配α9麗ε泥ππ〃3　var・互αだ郡sc麗Z麗ηひGeselischaft（Tab．38）

　ススキ群落中や，時に中閾湿原のヒメシダーチダケサシ群落の中などにワラビが被度4～5と

優占する一分がみられる。ワラビを区分種としてワラビ群落にまとめられた。

　ワラビは一般に伐採などにより一時的に過窒素になった立地に急激に繁茂する。また同時に陽

当りのよい立地では優占群落を形成しやすい。したがってワラビ群落は窒素過多の立地の指標群

落ともなる。

　今回の植生調査例ではサワシロギク，ヒメシダ，ヨシ，サワヒヨドリ，カセンソウ，ヒメシロ

ネ，ヌマトラノオ，ミゾソバなどの湿生植物と，ススキ，トダシバ，ワレモコウ，ナワシロイチ

ゴ，ノコンギク，ミツバツチグリなどの乾生草原構成種が共存してワラビがとくに優耀した植分

を形成している。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．39　ノコンギク団匪落

　　　　　　　　　　　　　A吻’α967厩。漉5var．　ouα彦z‘5－Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　i査　番　号

Gr6Be　d．　PrQbeflache（m×m）：　　　　　調査直積

H6he　d．　Vegetation（cm）＝　　　　植生高
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　　　植　　被　　率

Artenzah1：　　　　　　　　　出現二二
Trennart　d．　Gesellschaft　l

　A5孟6ノ・α98雇・∫48∫var．0η磁∫

Sonst玉ge　Arten：

　C8如5’7・κ50ノ・加α‘！鷹～4∫

　Lακo∫αψ孟π槻ブ砂072fα〃π

　T／18妙μθ1廊力α如∫孟ノお

　＆ψ1Lツz6αうε〃多αz伽

　0・zo6～θα∫8π5ゴ襯∫var．∫ノz苫θη’砂如

　1〃ψ漉8η∫加窺07ゾ

　Rz‘6κ5ρα1最適読‘5

M∫ごノ’05孟（ゆ〃π面ノL伽z〃πvarψ吻∫∫αCノ・：yz‘〃3

　EZ60611αノ・f5測κ1LZ‘7一α8

　αア『∫加π7z吻0廊μ〃L　var．∫πご0〃ψ如〃3

　々y5〃παc1滋4αw〃廊α

　ル86♂8プ∫ζτ56α〃ゴ8／Z5　var。ノμα∫プ8’

　々yαψμ57／zααご窺αηπ3

　窺θ6孟1噂α刀彦んπ5ブ砂。／zゴα↓∫

　＆妙んα2zαノκかα加‘ピ5α

　Rzめ～45餌Zノπ伽∫var．αψ吻1zツZZZ‘∫

　Dfo∫ωノ86αブ妙0／2∫Cα

　cαノ闇8」じ。妙〃α08α

　窺8‘びα漉ノ沼5カザ6躍占∬

群落区分種

　ノコンギク

その他の種

　ツルウメモドキ

　テンニンソウ

　ヒメシタ

　ミツバウツギ

　コウヤワラビ

　ツリフネソウ

　ナワシロイチゴ

　アシボソ

　シカクイ

　タイアザミ

　クサレダマ

　ヘクソカズラ

　ヒメシロ不

　ヒキオコシ

　コゴメウツギ

　モミジイチゴ

　ヤマノイモ

　ハリガネスゲ

　ヤマハッカ

ー24

2．5×3

　70

　95

　20

5・5

1・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

調査地，調査月日及び調査者Fundort　u．　Datum　d．　Aufnahlne：Sengokuhara－Moor仙石原湿原（3，　Aug．

1978）Aufnahme　von　K．E　u．　T．T．
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　29）　ノコンギク群落

　　　　∠止s’θrαρθrαオ。εdθs　v3r．　ooαfω8－Geselischa｛t　（Tab・39）

　ススキ草原の中で，ノコンギクが被度5と優占する植分が島状に発達している。初秋に淡青紫

色の花を一面に咲かせ仙石原を彩る。周辺に生育する種やマント群落構成種のツルウメモドキ，

ヘクソカズラ，ナワシロイチゴなどが混生し，群落の特徴は示されない。ノコンギク相（Phase）

として示された。

　30）　ヨモギ群落

　　　　ゑr∫θπεεsεαρr〃εcθps鱒Gese歪茎schaft（Tab．40）

　仙石原の植物群落で路傍にみられるヨモギ優占群落が，きわめて多く湿原内に侵入している。

側溝近くや，柵のわき，さらには，ススキ草原の中に島状に群落を形成している。人為的掩乱に

より生じたものと考えられる。種組成は一定せず，立地により変異が多い（Tab．40）。湿原内で

は人為的に麗乱された立地を示し，また乾生立地では路傍雑草群落としてみられる。

　e．高茎草原Hochstaude熱fluren

　乾生草原と湿原の境界部あるいは湿原や乾生草原の中に背の高い草本植物群落による純分が島

状にみられる。一般にこのような草本植物群落による草原は高茎草原とよぼれる。高曇草原は，

一般に河辺の増水時に水に流される地域やあるいは崖錐地などの流された養分がたまりほう積土

が堆積する立地に特異な群落を形成する。これは水分条件，養分が重なりあった条件に，さらに

頻繁に立地が携乱されるという環境につりあって，高茎草本植物が生育し，他の木本植物が生育

できず持続群落を形成するものと考えられる。

　31）　テンニンソウ群落

　　　　五θπ8080qρか〃η3ノα」ρoπεoμ〃8－Gese1韮schaf士（Taわ。41）

　湿原とスろキ草原の境界部にテソニソソウが1．2mの高さで優占する植分が調査された。ある

いは湿原中のヨシ草原の下にテンニンソウが優占している植分もみられる。テンニンソウを区分

種としてテンニンソウ群落にまとめられた。

　テソニンソウ群落は一般にソデ群落として林縁や路傍に生育しやすい。1．5～3mの幅で帯状

に5～101nの群落を形成する。

　32）　オオハンゴンソウ群落

　　　　R郡dδθ8たεα　」αcε泥εα♂α一Gesellschafも　（Tab．42）

　テンニンソウとともに湿原と乾生草原（ススキ草原）の境界に特異な群落を形成している植物

にオオハソゴンソウがあげられる。オオハンゴンソウを区分種としてオオハンゴンソウ群落にま
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LauferLde　Nr．二

Nr．　d．　Aufnahme（1978）＝

Datum　d．　Aufnahme：

Tab．41　テンニソソウ群落

L8μ605α4）ケμη3ノψoηfoπηレGesellschaft

　　　　　　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　調査年月臼

Gr6爲e　d，　Probe｛1盗che（m×m）二

H6he　d．　Krautschicht－1（m）：

Deckung　d．　Klrautschicht－1（％）

H6he　d．　Krautsch1cht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）

Arte聡zahl：

調　雲竜　積
草本第1層の高さ

草：本第1層植被率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

出　現　種　数

　1

　30

　7

　27

！．5x2

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　五θπ605ご4）”μ2πノ鯉）oπゴ伽ノπ　　　　　　　　　　　テンニンソウ

Sonst玉ge　Artenl　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　Ro5α配π㍑ノ。プα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイバラ

　費θプ∫読z〃πα9κ露勿z‘ノπvar．　Zα距π5α躍z〃3　　　　　　　　　ワラビ

　W乞5孟θがα∫ZOがうππ4α　　　　　　　　　　　　　フジ

　五◇95加zαoゐ∫ζz6Zθψんプof6θ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　オカトラノオ

　Rκうん5ρα「η⑳Z加5　　　　　　　　　　　　　　ナワシμイチゴ

　7協θら野8r∫5ρα伽5厩∫　　　　　　　　　　　　　ヒメシダ

　0ηo‘Zθα∫εη5の読5var．　fア～詑2’7周ψ‘α　　　　　　　　コウヤワラビ

　A吻廊毎ρ川面5　　　　　　　　　　ヨモギ
出現1回の種AnBerdem　je　einmal　in　Lfd．一Nr．1：α2’5fπ2ηノ砂01z∫α〃π

5ごαπ漉π5var・2ηα∫7’8ガヘクソカズラ

¢yZ∫π41‘26αvar．ん067z∫9だチガヤK2一

1（2

　　KIK2
　　　　K2

　　　　K2

　　　　K2

　　　　K2

　　　　K2

　　　　K2

　　　　K2

ノアザミ　K2

1．2

100

14

　2

329

　8

　3

3x6
2．5

70

1．2

90

38

5・5

　1・2

十。2

十・2

十・2

　　十

　　十

十・2

　十・2

一　十，

3・3

　±

　十

　十

　十

十・2

十・2

　十

十・2

魚8盈ブどα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K2一十，　CθZα5ケ醐07層うfo溺認z‘5ツルウメモドキK2一十，乃忽）8耀如

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十，S8Zα91刀8ZZα2ぞ〃zo彰bZfαvar．ノ砂02z∫oαクラマゴケM．十・2，　in

2：1ウ〃『49ηz∫’65αz6舘㍑Z∫5ヨシK1－4・4，∠4〃4）θZ（ψ5∫56rθuψ8廊ηoz4Zα彦αノブドウKl一十，　Bπo役yη躍∫

5ピθ60Z漉αη雄r7ユミK1一十，5〃認α¢ぬ加αサルトリイバラK：1一十，乃妙罐8η5ご8説。がツリフネソウ

K2－2・2，　jFbらlgoπz6η3魏πηう8ノ：g∫∫ミゾソバK2－1・2，・45漉加加α’砂妙Z1αチダケサシK2一十・2，

Z）∫o∫60ノアα‘8πμψ85ヒメドコロK2一　十・2，πθ∫oう♂α∫如∫6ん勿。　var．㌘αg加α≠κ5ハコネダケK2一　十，

R）砂goηπη35ガ8うoZ漉∫アキノウナギツカミK：2一十，五ηψ痂。αア診α8μ孟ノ室ρ01’η薦ヤブマメK2一十，7セ～40ノー加π

ノ砂。沈躍πニガクサK2一十，　Rzめ∫α盈απθアカネK：2一十，　P～♂印ノπoπgoZ∫6αアオミズK2一十，

Boθ肋zθrfα9ア・日読5クサコアカソK2－1・2，　W8ε98Zα48‘07辱αニシキウツギK2一十，　Lψα2廊たμηzo庖万

クモキリソウK2一十，D餌’2ぬα襯α’αウツギK2一十，ゐyαψπ5那αα6窺αノzπ5ヒメシロネK2一十・2，

五砂02惚α6z‘Zう喰7層αムカゴイラクサK2一十，　Cfア’6α8αη30♂”5ミズタマソウK2一十，％砂goπμ〃3　Zoη8’∫一

∫6‘κノπイヌタデK2一＋，＆α6妙5ノψ0π∫0αvar．ゴ彫6／77Zθ読αイヌゴマK2一＋，　D∫砂0プ～4η3∫θ5∫fZθホウ

チャクソウK2一十，％oZαη6潔傭πぬツボスミレK2一十，％‘8ノ漉Z♂α‘御’o’α伽∫α8　var．伽5μ♂αr∫5ミ

ツモトソウK：2一十，A5‘6r¢g8ア窃。∫｛露5　var．　o槻飽5ノコンギクK2一十，5c々少π5厩擁乏〃』αθシカクイ

K2一十，．麗80オ1rα2z疏π55ゐ飛。ゐゴα2zμ∫var．∫π∫θノブπ8漉π5タカクマヒキオコシK2一　十・

調査地および調査者Fundo駕Sengokuhafa－Moor仙石原湿原G：Aufnahme　von　K．F，　u・T．O・，2：von

A．Y．，　L．M．　u．　T．A．）
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Nr．　d．　Aufnahmeこ

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　m）：

H6he　d．　VegetatiQn（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Ta1）．42　オオハンゴンソウ群落

　R～冠68‘んfαZαぐ魏如‘α一Gesellschaft

　　　　　　　　調査番号

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出　現種数
Trennart　d。　Gesellschaft；

　Rz雇み8c窺α∠αδノzガαごα

Sonstige　Arten：

　CZ召〃彦α‘’∫‘6プπヴZo7・α

　Dfo5CO，・8αオ0たα・0

　乃晦φオ8プf5ραぬ5厩∫

　アb砂go7～α彦～‘η3勲Z6α’～θノz

　A〃～ツプfど‘〃‘ツ。た。∫‘8ノ～∫6

　∫b4ygoπz‘ノμcμ沙∫4α彦山〃π

　GαZ’〃π厚》z〃ゼ～〃ノzf．∫癖go∫κ〃多

　C8Zα∫オ7一μ30プ6’α‘Zαオ乙‘5

　rb砂go／zz〃π彦1zμ7め819’f

　・4砂z8ノ～甜ηz∫η‘’∫z〃π

　D∠功。η‘ノπ5β∬漉

　L∫競〃παμrα彦♂〃ノz

　冊∫’θ1噛∫αノ70プめz‘ノκ♂α

　A〃zごyプ’z〃πω痂Z海

BluO1卿0読膿5画α孟’α4〃3　var．ノ庸θ7翼ノπ

　飾z‘彦孟～吃yπfαωプ4α孟α

　D召ηノz3置α8読∫α1z∫ノ・5π∫α

　CαZαアπα8フ。∫薦〔勿g8∫05

　々yαψκ∫z〃2昭。襯5

　E9‘’ゴ∫顔〃παノ’肥ノ～58

　5’砂んαηαη4ア層αカκど5α

群落区分種

　オオハソゴンソウ

その他の種

　センニンソウ

　トコロ

　ヒメシタ

　ナルコユリ

　ヘビノネゴザ

　イタボリ

　ヤエムグラ

　ツルウメモドキ

　ミゾソバ

　トラノオシダ

　ホウチャクソウ

　ヤマユリ

　フジ

　ホソバシケシタ

　ヤマカモジグサ

　ドクタミ

　イヌシダ

　ヤマアワ

　エソシロ不

　スギナ

　コゴメウツギ

IN
2

3×4

1．7

70

22

4・4

1。2

1。2

1・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

調査年月巴及び調査者Datum　d．　Aufnahme：5，0kt．1978（Aufn．　von　AM．，　K．　R　u．　M．N。），方位・傾斜

ExP◎slt三◎n　u・Nelgun9：NE　20。，調査地Fundort：Sengokubara　Moor仙石凍湿漂

とめられた。草丈1．7mに達するオオハンゴソソウは夏季に黄色い花をつけ，兇事な島状群落を

形成する。

　オオハンゴンソウは北米原産の多年草の帰化植物で，明治時代に帰化しており，現在日本の各

地に野生化している（長田1976）。主としてソデ群落として，ブナクラス域の路傍，林縁，河辺

などにみられる。

　仙石原におけるオオハソゴンソウ群落中には，センニンソウ，トコロ，ツルウメモドキなどの

ツル植物や，ヒメシダ，ミゾソバ，ホソバシケシダなどの湿生植物が群落内にみられるげ．
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Nr．　d．　Au魚ahme：

Datum　d．　Aufnahme（1978）＝

　　Tab．43　オオァワダチソウ群落

30Z∫4α8・o　g∫g・α寵8αvar．　Zθ吻）1喫y〃σ一Gesellschaft

　　　　　　　　　　調査番号

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

R6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査年月日

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

毘　現種数

SE
59

7

28

2×5

80

95

9

Tren頁ert　d．　Gesellschaft　l

50磁α909忽απ吻va二∠θ砂1り〃α

Sonstige　Arten：

　Tんθら脚θ7廊，α伽5力廊

　互gz‘ゴε顔42πα2刀顔ε8

　∫b砂go／zz侃。麗功ゴ4α彦μノμ

　・肋ψ1漉αψα8α躍⑫6プノπα

　0ηo‘Z8α∫θ刀5ガゐ漉∫varゴ漉7フ妙彦α

　Rμηzθ」じ。伽‘5の読‘5

　Mf50απ〃躍55加θη5f∫

　α8〃’罐5∫θプη解。プα

調査者Aufn。　vo漁K」F．　u．　M　K

群落区分種

　オオアワダチソウ

その他の種

　ヒメシタ

　スギナ

　イタドリ

　ヤブマメ

　コウヤワラビ

　エゾノギシギシ

　ススキ

　センニンソウ

5・5

1・2

1。2

十。2

十

十

十

十

÷

　33）三三アワダチソウ群落

　　　So髭δα｛70ρε9απεθαvar．εθεOPん〃πα一Gese｝1schaft（Tab．43）

　かって神奈川県の休養施設があった跡に一面に，オオアワダチソウが島状の群落を形成してい

る。オオアワダチソウはセイタカアワダチソウと並ぶ北米原産の帰化植物で，セイタカアワダチ

ソウがヤブツバキクラス域の人為的破壊地に広がっているのに対し，ブナクラス域でオオアワダ

チソウが侵入しているのがみられる。初夏に黄色の花をつけるオオアワダチソウを区分種として

オオアワダチソウ群落にまとめられた。

　オオアワダチソウ群落内にヒメシダ，スギナ，イタドリなどが侵入しているが，出現種数9種

と比較的少ない。

f．マント群落　Mantelgesellschaf重eR

湿原内あるいは森林のふちや，植林のわきに，人為的麗乱が起された立地に低木やツル植物に

より構成されているマント群落が発達している。とくに人為的掩乱により生じたマント群落はブ

ッシュを生じジャングル状にからみあっている。
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　34）　ノイバラ群落

　　　　1～08α〃膨臨f置orα一Gesellschaf重（愛ab，44）

　湿原植物群落中で誌面にノイバラが被度4～5と優占する低木群落がみられる。種組成は2ケ

所の調査で一定していないが，ノイバラが有刺枝をからみ合わせ他の植物は林下や枝の問に生育

している。ノイバラを群落区分種としてノイバラ群落にまとめられた。

　35）　ヤマノイモ群落

　　　　Dε08corθαノα、ρoπεcα一Gesellsc鼓af£（Tab．45）

　湿原内でツル植物が繁茂している群落としてヤマノイモ群落があげられる。ヤマノイモ群落は

種組成が一定していないが一例としてヤマブキにヤマノイモがからみつき，島状の，植生高1m

に達する植分が調査された（’Tab．45）。

　ヤマノイモの他，スイカズラが優壊したつる性マント群落も湿原内にみられる。水路沿など麗

乱されやすい立地にみられる。

　その他ヤブガラシなども島状に群落を形成している。

　36）　フジ群落

　　　　照8fθrεαf’orめππdα・Gesensc歴eft（τa臥46）

　湿生草原，湿原中にはフジがからみ，おおっている立地が少なくない。植生図上にも多く示さ

れるが，それらの各地点の植生調査表を比較すると，特別な区分種をもたず，窪た共通種はきわ

めて少ない。フジ群落とよぼれるよりもフジ優占相としてまとめられるのが妥当と考えられる。

湿原のふち，流水縁，低木林のふちなどにみられる。

　g．路傍雑草群落，空地雑草群落　Ruderalpflanzengese1蓋schaften

　仙石原の空地あるいは路傍には，ヨモギ，オオバコ，スギナ，メヒシバなど様々な植物群落が

生育している（Karte∬）。それぞれの群落は人為的影響の度合とつりあって生育しており，放

棄されることにより乾生草原のススキ草原に移行し，さらにその立地の潜在自然植生に二次的に

進行遷移する。

　37）　ヒゲシバ群集

　　　　Spo罫oboleもum　japo熟iciOhbaetSロgawara　1977（Tab．47）

　湿原周辺のススキ草原やシバ草地に接した裸地に，ヒゲシバが前面1～3で，ヤハズソウ，ア

キメヒシバ，コブナグサなどと混生している植分がみられる。芦ノ湖下水処理場予定地となって

いる，ヘリポート跡地や宅地周辺にも同様にヒゲシバが生育する植分がみられる。出現種数11～

19種と変化が多いが，このような植分はヒゲシバ群集（大場・菅原1977）としてまとめられている。
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Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1978）：

Gr6Be　d．　Probefl装che（m　x　m）＝

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

　Tab．47　ヒゲシバ群集

Sporoboletum　japonicl

通し番号
調査番号
調査年月日

調査面積
植　生　高
植　被　率

出現回数
Kennart　d．　Ass．＝

勘07膚060伽5．ノ砂0πガ6μ∫

Begleiter：

κπノ〃π87rO加【Z　5ψ1・∫α彦α

Z）∫9πα’ゼα窃oZα∫ご6η5

∠4〃zブα∬oπ1証砂ゴ4z‘∫

エ）ごノπθノゼα0ηz伽（功0ゴαvar．勲6／U

ル≠θηz∫∫∫αρ万ηαψ5

迎αη顔goα5れ漉α

Eプ∫981僧。ηα朋翻5

湾c1ゴ∫ノ＠oπ加

ル孟召ητご∫∫αゴ‘ψoη磁

群集標徴種

　ヒゲシバ

随伴種

　ヤハズソウ

　アキメヒシバ

　コブナグサ

　カリマタガヤ

　ヨモギ

　オオバコ

　ヒメジョオン

　コウゾリナ

　オトコヨモギ

1　　　2　　　3
362　　　　363　　　　340

10　　10　　10
5　　　5　　　4

3×5　　 3×5　　 1×1

25　　20　　　10
40　　　40　　　20

11　　12　　　19

1・2　　　　3●3　　　　1・2

3。3

2・3

十

●

1・2

1・2

十

●

●

1・2

　0
2・3

十・2

　●

●

十

十

十

●

1・2

●

1・2

十

十

●

十

十

出現一回の種ArBerdem　le　elnmal　in　Laufende　Nr．1：∫bψ8η’〃αガ・の2z勿zαミツバツチグリ十，勿∫∫ノπα01｝∫α

‘饒ん7’o漉5オカトラノオ十，分ピ8初りπc翻α漉ア続5ヒメムカシヨモギ十，（bφ8彫5ノ加。’o∫万αカヤツリグサ

十，iR　2：50Z∫4αgoτ∫71gα一α’〃孤vaLα∫∫α’∫6αアキノキリンソウ　十，＆ψα万α加が読∫エノコログサ　十，

C諺α規α9’プ05彦お砂ご9扉05ヤマアワ十，G8プα加躍π彦1耀ノ必81コ口ゲンノショウコ十，！協50α窺1躍55加θη5ガ∫スス

キ十，in　3：”ゴoo側Zo7z　sp．ホシクサ属の一種1・2，　Zoッ5ぬブ砂07漉αシバ2・2，　HαZoプαg∫5漉01uη”Lα

アリノトウグサ十，％4y9αZαノ妙。短6αヒメハギ十，　Lツ∫カπαc1L∫αブψ02z∫cαコナスビ十，08ηo’1エ8ブαわ∫8ノ〃zピ∫

アレチマツヨイグサ十，WoZαノ妙02z∫6αコスミレ十，α23如ππ吻。η∫α〃2z　vaL　f解ω砂伽〃呂タイアザミ

十，Lo伽560プ加偲♂α伽∫var．ブ砂。加‘μ∫ミヤコグサ十，EZ51LoZ∫恵α‘読α’αナギナタコウジュ十，測姻♂1α窺1zμ∫

貯加α万αコミカンソウ十，C13α飢。〃z8♂85ノψo加ごαクサボケ十．

調査地Fundort：Sengokuhara仙石原

調査老1，2；Au魚．vonK．F．u．M．N。，3vonK．Fu，K．1．

　ヒゲシバ群集は，一般に裸地の先駆植生として，ヨモギクラス，オオバコオーダー，その他の

路傍あるいは踏み跡地に生育する植物とともに特異な群落を形成する。群集標徴種はヒゲシバ1

種で構成される。シバやカリマタガヤに似た外形をもっているが，突出した毛が，ヒゲシバを特

徴づけている。ヒゲシバ群集は仙石原では土砂が旧記と混じった立地に多くみられるQ

38）　アキメヒシバーギョウギシバ群落

　　Dε≦7εオαrεα　ひεoεα8ceπs－C汐πodoπdαcε∬‘oπ一Gesellsc蓋aft　ぐ£aも．48）

仙石原の旧ヘリポート跡地にアキメヒシバ，ギョウギシバが植生高10cmの背丈の低い群落を
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　Tal）．48　アキメヒシバ一軸ョウギシバ群落

Z万g髭α万ατノごoZα∫‘θπ5・qyη040ηぬ。らノZoπ一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d・Aufnahme（1978）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m＞（m）：

Hbhe　d．　Vegetation　（cm）：

Deckung　d．　Vegetatlon（鴛）：

Artenzah1：

調査番号
調査　月　日

調査面積
植　　生　　高

恩　　被　　率

出現回数

260

8

3

3x3
10

40

9

Trennarten　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　群落区分種

　D∫g尭α万α窃oZα∫6θ刀∫　　　　　　　　　　　　　　　　アキメヒシバ　　　　　　　　　　　　1・2

　C：yπ040π4α6妙Zoη　　　　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ　　　　　　　　…　　3・3

　P診η厩5顔”παZ｛4）8cμプ加4ε∫　　　　　　　　　　　チカラシバ　　　　　　　　　　　　十

　裁αη如goα5∫磁6α　　　　　　　　　　　　　　　オオバコ　　　　　　　　　　　　　　ート

s畿｝諾鴇燃　　　　そ禦蓼サ　　i．．、
K。，〃。，。。磁漁，。　　　　　　　ヤ，、ズソウ　　　　i　＋．2

　Aπ8ノπ∫∫fαρ万η0砂∫　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　　　　　　　十

　A5‘θrα98プα’・∫485　var．0τα∠z4∫　　　　　　　ノコンギク　　　　　　　　　＋

　E万g8ノ「0ηαηπππぶ　　　　　　　　　　　　　　　ヒメジョオン　　　　　　　　　　　十

調査地及び調査者Fundort：Sengokuhara，　bei　Heriport仙石原ヘリポートわき（Aufn．　von　S，M．，　M．　K．

u．KT．）

形成している。人によく踏まれ，また時に自動車の侵入がある小礫，三三，砂礫地に，ほふく状

の形態で群落を形成している。植被率は40％と低く宮地が広い。

　39）　メヒシバ群落（畑地雑草群落）

　　　　1）εσεfαrεαα〔」8cθπdθπ8－Gese韮韮schaft（Acker網Unkrautgesel蛋schaft　Tab。49）

　一般に畑耕作地には好窒素生の一年生雑草が多く生育している。仙石原の今回の植生調査対象

地域内では，管理が粗放になっているためか，トウモロコシ畑で，メヒシバが被度4，植被率50

％を占めている。トキンソウ，認ニシキソウ，ナギナタコウジュ，エノキグサなどの耕作畑雑草

は低土度でみられるにすぎない。

　一般に気温の低いブナクラス域中部以上にはナギナタコウジューーハチジョウナ群集が，ブナク

ラス域下部よりヤブツバキクラス域にかけてはカラスビシャクーニシキソウ群集が生育し，すみ

わけている。施肥・耕作などの管理がゆきとどいている畑地にみられる。

　40）　スギナ群落

　　　　Eαωε8θ彦π1παrりeπ8θ鱒Gesellscha£t（Tab．50）

　仙石原の空地にはスギナが被度4と優製する植分がみられる。スギナは一般に貧養地生で，春

季より初夏にかけて優占群落を形成するが，世界中どこにでもみられる雑草で，特別な群落構成
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種をもたない。路傍に生育するため，

空地に広い面積で生戯しているため，

踏跡群落構成種を伴っ’ている。

ヨモギクラスの植物と共存することが多いが，仙石原では，

メヒシバ，エノコログサ，オオバ潔，アキメヒシバなどの

　4D　オオバコ群落

　　　　P1απfαgoα8∫αだ。α一Gesellschaft　（r£ab．51）

　ヘリポート跡わぎや路上の人々に踏みかためられたところには，オオバコ，チカラシバ，アキ

メヒシバ，カゼクサなどの，踏圧に耐える植物によって構成される踏跡群落が発達している。今

回の調査では踏圧がやや粗放になっているところもありオオバコ群落としてまとめられた。

　ヘリポートわきなどのジャリ場で最近踏圧が少なくなった所では，メドハギ，トダシバ，ヨモ

ギなどの路傍雑草が侵入している。出現種数23～25種と多い。よく踏まれる立地では8～12種と

少なく，オオバコ，アキメヒシバが踏みあとを指標している。

h．森林群落　Wa壼d・und　ForstgeseHschafte皿

　箱根仙石原及び仙石原をとりまく山地帯には，ブナ林，シデ林，ハンノキ林，ミズナラ林，ミ

ズキ林などの高木，亜高木林と，ニシキウツギ，アプラチャン，リョウブなどの低木林，さらに

ヒノキ植林が感状がみられる。箱根地域の森林群落については，内輪山について宮脇・大場・村

瀬（1969）が，外輪山については宮脇・藤原他（1973），宮脇昭編著（1972）などがあるが，今回

新しく調査された植生調査資料を基礎として，伯石原及びその周辺の仙石原水系地域の森林につ

いてまとめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原）

　42）　ヤマボウシーブナ群集

　　　　Cofno－Fagetum　crenatae　Miyawaki，　Ohb3　eもMurase　1964（Tab．52）

　箱根仙石原湿原の南に位置する台ケ岳（1，051m），神山（1，438m）などの山地斜面には，ブ

ナの優占する森林群落がみられる。このブナ群落は，群落構成種としてツクバネウツギ，ヒメシ

ャラ，ヤマボウシなどの種群が高常在度で生育することによりやマボウシーブナ群集と判定され

た。

　ヤマボウシーブナ群集は群落高20m前後で4層の多層構造を形成している夏緑広葉樹林群落で

ある。ヤマボウシーブナ群集の生育地は，山腹から稜線付近にいたる適潤～弱乾性立地の比較的

広い範囲にわたってみられる。また群落高も，立地の水湿状態や風衝などの変化に応じて差異が

みられる。すなわち，適潤で風衝の影響の少ない山足部緩斜面ではやマボウシーブナ群集の群落

高は28mにも達し，稜線付近の乾性で風衝の影響を強く受ける立地では，14m前後の群落高にと

どまる。

　ヤマボウシーブナ群集の高木層には，ブナが被度4前後で優占し，高木層から亜高木層にかけ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105

てはヒメシャラ，ヤマボウシ，オオモミジ，エンコウカエデなどの多くの種類の夏緑広葉樹類が

混生する。また神山の海抜1，300m以高の斜面では戸戸イタヤメイゲツが高木層にブナとともに

優占する。ヤマボウシーブナ群集は低木層から訳本層に出現する構成種群により，ササ型の林床

型を示すシキミ亜群集と，低木一草本型の林床型を示すコアジサイ亜群集に下位区分される。

　ヤマボウシーブナ群集シキミ亜群集は林床にトクガワザサやスズタケ，一部ではハコネメダケ

が密生し，種組成の貧化が著しい。台ケ岳周辺や姥子付近の適潤斜面に現存林分がみられる。ま

た，同じササ型の林床型を示す丹沢山塊のヤマボウシーブナ群集と比較して湿潤傾向がみられ，

ッッジ科低木植物は一般に少なく，オオモミジなどのカエデ属，クマシデ，イヌシデなどのクマ

シデ属の夏緑広葉樹類の繁茂が顕著である。さらに，垂直分布的にヤマボウシーブナ群集の分布

域の下限付近にあるため，シキミ，ヤブツバキなどの常緑広葉樹類が低被度ながら出現している。

　ヤマボウシーブナ群集コアジサイ亜群集には，各品分に40種以上の低木または草本植物が生育

する。それらの種群のうち，コアジサイ，アセビ，コゴメウツギ，ナガバコウヤボウキ，キンレ

イカなどは，表日本の山地帯の弱乾性立地や，多忌地などに生育の中心をもつ種群である。ヤマ

ボウシーブナ群集においてアセビ，コアジサイなどの低木類が繁茂しナサ類を欠く林分は，天城

山塊の稜線部にも生育する。今團の調査地域では，神山北西斜面に比較的まとまった面積で現存

林分がみられるほかは，金時山や乙女峠付近の谷頭部に点在している。

　仙石原周辺の山地斜面は，硫気の影響を直接受ける大涌谷付近や，強度の崩壊樵立地，虚弱部

の湿潤立地を除いて，そのほとんどがヤマボウシーブナ群集の潜在自然植生域に属している。し

かし古くから，街道沿いの保養地として人為的影響を強く受けて，現在ではやマボウシーブナ群

集は，アセビーミズナラ群落やイヌシデーアカシデ群落などの亜高木林や，ヒノキ植林，または

ノリウツギーリョウブ群落やカントウマユミーニシキウツギ群落などの低木林などのさまざまな

代償群落に置き換えられている。

　ヤマボウシーブナ群集は，関東，中部地方の寡言地帯の山地に分布する代表的な表日本型のブ

ナ林である。

　ヤマボウシーブナ群集は，群落構成種のタソナサワフタギ，コハウチワカエデ，クロモジな

どの種群により植物社会学的に上級単位のスズタケーブナ群団Sasamorpho－Fag圭on

crenatae　Miyawaki，　OhbaetMurase1964に含められる。

　43）　六天モミジーケヤキ群集

　　　　Aceri　a瓢oeni－Ze玉koveも賢m　serra七ae（7ab．53）

　金時山や小塚山の山足部および湖尻付近などの海抜700～900m付近には，ケヤキの優濡する森

林群落がみられる。このケヤキ群落は群落構成種としてオオモミジ，アプラチャン，ミツバウツ

ギ，エイザンスミレ，ムカゴイラクサなどの，表日本山地帯下部の弱湿姓立地を指標する種群が

高常在度で出現することから，オオモミジーケヤキ群集と判定された。
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　オオモミジーケヤキ群集は，群落高20m前後で4層の階層構造を形成している夏緑広葉樹林で

ある。生育地は，漢谷部や山足部の弱湿性凹状斜面を中心にみられ，細粒火山放出物や斜面上部

から崩落した土砂が厚く堆積している。

　オオモミジーケヤキ群集の平均出現種数は64種ときわめて多く，なかでも弱湿性立地を指標す

る夏緑性の低木または草本植物が多数出現している。

　オオモミジーケヤキ群集の高木層から：亜高木層には，ケヤキが湿度3～5と優心し，オオモミ

ジ，ミズキ，イヌシデ，ミズナラなどの夏緑広葉樹類が混生する。また湖尻付近ではヒメシャラ

が被度3～4と優占する林分もみられる。亜高木層から低木層にかけては，アプラチャン，ミツ

バウツギ，ゴマギ，クロモジ，ハナイカダなどの多種の湿性低木植物が繁茂している。またスズ

タケ，ハコネダケなどのササ類が低木層や草本層に繁茂する林分もみられる。草本層には，低木

層と同様にきわめて豊富な草本植物が生育している。ムカゴイラクサ，セソトウソウ，オオバジ

ャノヒゲ，モミジガサなどの種群は多くの個体数で生育し，湿潤なオオモミジーケヤキ群集の立

地をよく指標している。組成表では出現種数が多く省略されたが，湖尻付近では，草本摺の植物

がきわめて豊富で出現指数94種に達する林分も広い面積でみられる。

　オオモミジーケヤキ群集は，マルバフユイチゴ亜群集とオオバジャノヒゲ亜群集に下位区分さ

れた。

　口口モミジーケヤキ群集マルバフユイチゴ亜群集は，高木層にヒメシャラが優目し，低木層の

ツクバネウツギ，シキミおよび草本層のマルバフユイチゴ，シロヨメナ，ゴンゲンスゲなどが繁

茂していることで特徴づけられる。現存林分は湖尻や台ケ岳の適潤立地にみられる。オオバジャ

ノヒゲ亜群集は，箱根仙石原周辺のケヤキ群落を代表する群落といえる。湖尻付近の山足部緩斜

面のホオノキ，クマシデの出現する林分や，ヤマウコギ，イロハモミジなどが出現する林分など

が含まれ，時に高木層にケヤキにおきかわってミズキが六度5と優引することもある。

　戸出モミジーケヤキ群集は，かっては仙石原周辺の緩斜面や，内輪山の山腹の漢谷に広く生育

していたと考えられる。しかし現在では，ヤマボウシーブナ群集と同様に強く人為的影響を受け

て，エゴノキーミズキ群落などの亜高木林やヒノキ植林，ヒメウワバミソウーアブラチャソ群落，

ゴンゲンスゲーニシキウツギ群落などのさまざまな代償群落に置き換えられている。

　わが国のオナモミジーケヤキ群集の分布は，本州の関東，中部地方の山地帯下部にみられる。

　凶日モミジーケヤキ群集には，アプラチャン，ミツバウツギ，イヌワラビなどの八三が高常在

度で生育することから，ケヤキ群団Zelkov呈on　serratae　Miyawak三eta1．1977に含め

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（箕輪）

44）　チダケサシーハンノキ群落

　　　ノ隻3£麗be　7箆εcrOPA拶麗α一。4乙π麗s　ノαpoπεcα帯Gese聖至schaft　（Tab。54）

仙石原湿原中にはハンノキが単木的に先駆植物（低木）として点在しているのがみられる。樹
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高1～3mと高さは不均一だが，湿原北部では2～5mに達し数本で群落を形成している。林床

にチダケサシ，ヌマトラノオ，ヨシを伴い，湿原植生のヒメシダーチダケサシ群落構成種と共存

している。樹高6～8mに達するハンノキ林（タカクマヒキオコシーハンノキ群落）と区分され

チダケサシーハソノキ群落にまとめられた。

　チダケサシーハソノキ群落は，さらに，乾生で富養地の高茎草原の性格を帯びるヨモギ，ノコ

ンギク，ヤマアワ，アオミズで区分されるヨモギ下位群落が区分された。特別な区分種をもたな

い典型下位群落は，出現種数9～12種と少なく，ハンノキ林のパイオニア的性格を帯び，植生図

中に示されているハンノキ群落の島状図示はチダケサシーハンノキ群落典型下位群落として示さ

れる。さらにヨモギ下位群落はニシキウツギ，ミゾソバ，ツリフネソウ，ノイバラ，マアザミな

どをタカクマヒキオコシーハソノキ群落と共通してもち，出現種数30種と多く，比較的安定した

ハンノキ林を形成している。

　45）夕力クマヒキオコシーハンノキ群落

　　　　pZθoオrαπfんπ8　sんεた。瓶αηπs　var．加fθr7πθ♂επ8輔ノππ麗sノαpoπεcα．．Gesellscぬaft（Taわ．54）

　湿原のもっとも北部で，イヌシデーアカシデ群落にまとめられるミズナラ林に接した湿地のハ

ンノキ林は，タカクマヒキオコシ，アイバソウ，ヒメシロネ，イボタノキで区分されるタカクマ

ヒキオコシーハソノキ群落にまとめられる。

　タカクマヒキオコシ一一ソノキ群落は，樹高6～8mに達し，林床にヨシが被髪3～4と優占

している。

　タカクマヒキオロシーハソノキ群落は，さらにズミ，スイカズラ，スギナで区分されるズミ下

位群落と，ホソバノヨツパムグラ，アケボノソウで区分されるホソバノヨツバムグラ下位群落に

区分される。

　一般にハンノキ林は泥炭状泥土上に発達する湿生林だが，地下水の影響よりも，泥土中に含ま

れる水分により潤される。関東地方では，ヤブソバキクラス域にオニスゲーハソノキ群集が記録

されている（奥田1978）が，現在残されているハンノキ林は少なく，残存林分も遷移途上のもの

が多い。

　仙石原湿原のハンノキ林はヤブツバキクラス上部より，ブナクラス下限域のハンノキ林であり，

現在までに発表されているハンノキ林と異なる。とくにタカクマヒキオコシーハンノキ群落は，

ハンノキ林の林床にタカクマヒキオコシが島状に生育している珍らしい種の結びつきを示してい

る。周辺の湿原植生中にこれほど多くのタカクマヒキオコシがみられないこともあり，仙石原の

ハンノキ林を特徴づけるものとして意義が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原）
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　46）　ヒメイワカガミーアセビ群落

　　　　Sんorだα80Z｛9απθπoεdθ8　var．記εcεfoZεα一Pεεrεs　ノαρoπεcα一Gesel｝scha蚕t（嬰ab．55）

　大涌谷の硫気の影響を直接受ける斜面では，ブナ，ミズナラ，クマシデ，イヌシデなどのヤマ

ボウシーブナ群集の構成種は森林を形成できない。また土壌も酸性化して，面内構成種群も厳し

い制約を受ける。このような特異な立地には，ヒメィワカガミ，ヒメノガリヤス，シシガシラな

どの種壷によって区分されるヒメィワカガミーアセビ群落が生育する。

　ヒメイワカガミーーアセビ群落は，群落高10m前後の亜高木群落である。出現種数は27種，29種

と少なく，夏緑広葉樹林域の乾性立地に分布の中心をもつツツジ科植物などが特徴的に出現する。

　ヒメイワカガミーアセビ群落の高木層から低木層にかけては，アオハダ，ヤマボウシ，ノリウ

ツギなどとともに，アセビ，サラサドウダン，トウゴクミツバツツジなどのツツジ科低木植物が

優占している。また，低木層にはコアジサイが優即し，草本層にはヒメイワカガミ，ヒメノガリ

ヤス，シシガシラ，ハリガネワラビなどが散生している。さらに僅かな植被度で蘇苔層のコケ類

がみられることもある。

　大涌谷では，硫気口付近の裸地には，イオウゴケなどの特殊な癬苔類とともにススキ，ヒメノ

ガリヤス，イタドリなどが前衛に群落を形成している。その背後にはヤシャブシ，ノリウツギな

どの夏緑低木が疎生し，やがてヒメイワカガミーアセビ群落へと連続的に移り変わっていく。

　一般に我国の山地帯の硫気口周辺には，アセビなどのツツジ科低木とリョウブ，ノリウツギ，

ヤシャブシなどの夏緑低木類が，特異で厳しい環境要因と対応して持続群落を形成することが知

られている。箱根大涌谷のヒメイワカガミーアセビ群落もまた，それらの硫気口周辺の低木群落

の一型と考えられる。

　47）　イヌシデーアカシデ群落

　　　　伽η）εππ8　♂seゐ。πosたεε一Cαψεπ麗8　εακ」1「Zorα一Gesellsc蹴aft　（Tab．56）

　仙石原やその周辺の山地の緩斜面には，アカシデ，イヌシデ，ミズナラほか多種類の夏緑広葉

樹類が高木層に繁茂する森林群落がみられる。この森林群落には，アプラチャン，ハコネダケ，

ムラサキシキブなどの適潤性からやや乾性立地を指標する種群が高い常在i度で生育している。こ

れらの種群は，同じ山地斜面の急傾斜地や凸面地に生育するアセビーミズナラ群落にはみられな

い。またアセビーミズナラ群落に高い常在度で出現するアセビ，サラサドウダン，コアジサイな

どの乾1生立地を指標する種壷をほとんど欠いている。さらにエゴノキーミズキ群落に多数出現す

るヤブデマリ，キハダ，ホソバシケシダなどの弱湿性立地に生態的分布の中心をもつ捻出を欠く

などの点からイヌシデーアカシデ群落にまとめられた。

　イヌシデーアカシデ群落は群落高12m前後の3～4層の階層構造をもつ夏緑広葉樹林群落であ

る。平均出現寸言は38種で，構成魚塩こは適潤性立地に生態的分布の中心をもつ夏緑低木植物や

夏緑藤本植物が優勢である。
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　　Fig．42　イヌシデーアカシデ群落にまとめられているミズナラ優占群落。湿原周辺

　　　　　　　に，ミズナラ優占林が残されている。

　　　　　　　Bestand　der　Cωガ照5孟∫‘ん。πo∫た島Cα1プ）∫ノzz‘5　Zα即艇orα一Gesellschaft．

　イヌシデーアカシデ群落の立地は海抜900m前後までの山腹の適潤な緩斜面で，細粒の火山放

出物が露岩の間に堆積している。

　イヌシデーアカシデ群落の高木層には，アカシデ，イヌシデ，クマシデなどのクマシデ属の種

のほかに，ミズナラ，ミズキ，オオモミジなどの多種類の夏緑広葉樹類が混生している。また低

木層にアプラチャン，ムラサキシキブ，コゴメウツギ，マメザクラなどの多数の低木植物が出現

している。さらに低木層から草本層にかけてハコネダケ，スズタケの繁茂が著しく，草本植物は

オオバジャノヒゲなどのごく限られた種がみられるにすぎない。

　イヌシデーアカシデ群落は以下の3下位群落に下位区分される。イロハモミジ，ヤマグワなど

の種群で区：分されるイロハモミジ下位群落は仙石原湿原周辺の凸状地や山足部に生育している。

イヌシデーアカシデ群落の分布域では最も水分条件に恵まれており，ケヤキ，ハナイカダ，コブ

シなどのオオモミジーケヤキ群集の構成種も鵠現する。クロモジ，ヒメシャラなどの種群で区分

されるヒメシャラ下位群落は，小塚山や湖尻などの山足部にみられる。またオオモミジ，タンナ

サワフタギなどの種群で区分されるオオモミジ下位群落は，イヌシデーアカシデ群落の中では最

も広い面積を占めている。金晴山周辺の内輪山の内側や板里付近の山腹緩斜面にみられる。

　イヌシデーアカシデ群落は仙石原周辺に生育する代償群落の一つと考えられ，時間的経過にと

もないオオモミジーケヤキ群集やヤマボウシーブナ群集へと群落の遷移が進行する。
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　48）　アセビーミズナラ群落

　　　　jpεθrεsノαpoπεcα印Qπθrc麗8　η多。πgo泥eαvar．　gros8θ8θrrα¢α一Gesellscha董t　（Tab．57）

　仙石原を囲む箱根内輪山の稜線部や神山山腹にはアセビ，サラサドウダン，トウゴクミツバツ

ツジなどのツツジ科低木植物などの滋養地指標種群によって特徴づけられるアセビーミズナラ群

落がみられる。

　アセビーミズナラ群落は，群落高13m前後で3～4層の階層構造をもつ夏緑広葉樹林群落であ

る。平均出現種数は41種で，群落構成種には，ツツジ科低木植物をはじめ多くの夏緑広葉樹林域

の乾性～弱乾性立地を指標する種群がみられる。

　アセビーミズナラ群落の高木層にはミズナラが被度4と優托し，ときにクマシデ，アカシデ，

リョウブなどが優占する。亜高木層から低木層にかけては，アセビ，コアジサイ，ツクバネソウ

が被度2～3で生育し，サラサドウダン，クロモジ，ガマズミなどの種群も高い常在度で出現す

る。草本層ではスズタケの優占するスズタケ下位群落と，ツルシキミやイトスゲの優濡するイト

スゲ下位群落とに下位区分される。スズタケ下位群落は被度4または5と優占するスズタケとサ

ワシバ，ウリカエデによって区分される。草本植物はコカンスゲやシロヨメナなどごく少数の種

が生育しているにすぎない。スズタケ下位群落は内輪山内壁の海抜1，000m付近にみられる林分

がまとめられる。イトスゲ下位群落は神山中腹や大涌谷周辺などに広くみられ，イトスゲ，ハリ

ガネワラビ，シシガシラをはじめ多くの乾性草本植物が林床に生育している。イトスゲ下位群落

は，クマシデ，ヤマボウシなどの旧記によって区分されるクマシデ下位群落とコシアブラ，ゴン

ゲンスゲなどの種群によって区分されるゴンゲンスゲ下位群落とにさらに下位区分される。前者

は早雲山や神山などに最も広くみられ，後老は大涌谷から丸子岳にかけて分布している。また，

ゴンゲソスゲ下位群落は，大涌谷の硫気口に接近するにつれて，リョウブやアセビ，ノリウツギ

などの硫気に対して耐性の強い種群が二度，偲体数ともに増加する傾向がみられる。逆にツルシ

キミ，オオモミジ，アカシデなどの種群は減少する傾向がみられる。

　アセビーミズナラ群落の現存林分は，大涌谷の硫気口周辺部のごくわずかの面積を除いて，種

組成的にヤマボウシーブナ群集コアジサイ亜群集の代償植生であると考えられる。

　49）　エゴノキーミズキ群落

　　　　8f〃rακノ仰。ηf¢α一〇〇rημs　coπfrooθr8α一Gesellschaft　（Tab，58）

　仙石原湿原の周辺部には高さ12m前後のミズキ林がみられる。このミズキ林には，仙石原周辺

にも生育するイヌシデーアカシデ群落に高い常在度で出現するアカシデ，ヒメシャラ，リョウブ，

アセビ，クロモジなどの多数の壷焼が欠けている。さらにイヌシデーアカシデ群落にはみられな

いヤブデマリ，イヌザソショウ，ケチヂミザサなどの種油が多くの個体数で肝内に出現すること

などからエゴノキーミズキ群落にまとめられた。

　エゴノキーミズキ群落は，仙石原湿原周辺の弱湿性立地を中心に生育する夏緑広葉樹林群落が
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まとめられる。高木層には，ミズキ，エゴノキ，ナオモミジ，イヌシデなどの夏緑広葉樹類が優

耀し，さらにヤブデマリ，キハダなどが混生する。亜高木層から低木層にかけては，ニシキウツ

ギ，ミツバウツギ，アプラチャンなどの多種類の夏緑低木堅物が生育し，ときにハコネダケが測

度4前後まで優癒する。草本層は，低木層と同様に適潤ないし弱湿性立地に分布の中心をもつ多

くの種群がみられる。ミヤコアザミ，ホソバシケシダ，ケチヂミザサ，コウヤワラビ，トソボソ

ウなどがあげられる。

　エゴノキーミズキ群落の林内相観は，オオモミジーケヤキ群集の参内梱観と近似している。し

かし，フジ，ツタウルシ，クマヤナギなどの林縁生のツル植物や，ミヤコアザミ，ススキ，ワラ

ビなどの草原生の草本植物の出現などがナオモミジーケヤキ群集においてはみられないなど，種

組成的に相違がある。また，低木林群落のゴソゲンスゲーニシキウッギ群落やヒメジョオソーニ

シキウツギ群落とエゴノキーミズキ群落とは，多くの共通種群がみられる。しかし，ニシキウツ

ギ群落に高い常在度で生育するタイアザミ，ヒメシダ，ツリフネソウなどの好陽生の湿生草原：構

成種は，エゴノキーミズキ群落にはみられない。したがって仙石原湿原周辺の森林植生は，ゴン

ゲンスゲーニシキウツギ群落やヒメジョナンーーニシキウツギ群落→エゴノキーミズキ群落→オオ

モミジーケヤキ群集という植生遷移が考察される。一般に，植生遷移が進行すると，群落構成種

に耐陰性の強い種群が増加していくが，仙石原周辺の諸群落においても同様の傾向がみられる。

　わが国の常緑広葉樹林域から夏緑広葉樹林域にかけて，適潤性立地を中心に様々なミズキ群落

が生育している。それらの多くはケヤキ群落やタブ群落の代償群落と考えられており，仙石原に

おけるエゴノキーミズキ群落もまた，雲叢モミジーケヤキ群集の代償群落の一つと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（箕輸）

　50）　ヒノキ植林

　　　（液α配αεc〃］ραrεs　obfμ8α一Forst（Tab．59）

　仙石原のかんのん太郎の湧水地周辺及び，仙石原周辺の山麓部にヒノキ植林がきわめて広い面

積でみられる。樹高12～20mと亜高木林から高木林を形成しているが，地域により3～4層群落

を形成しているQ

　ヒノキ植林の種組成を比較すると，エビヅル，アオツヅラフジ，シシウド，ケチヂミザサ，ヤ

ブマメで区分されるエビヅル下位群落と，ホウチャクソウ，キッコウハグマ，イワガラミ，ヤマ

ノイモ，フジ，モミジガサ，トンボソウ，ハナイカダ，ホソバノトウゲソバ，ミヤマイボタで区

分される下位群落とに区分される。エビヅル下位群落は樹高が10～！2mの比較的低い植林でツル

植物や陽光性のケチヂミザサで特徴づけられる。ホウチャクソウ下位群落は，自然林の構成種が

復元してきており，樹高14～20mの比較的高い林分がまとめられる。ホウチャクソウ下位群落は

さらにツルウメモドキ，シロヨメナで区分される等分，特別な区分種をもたない植肥，およびサ

ルトリイバラ，ヤブデマリ，ニシキギ，メギ，カマツカ，コマユミ，ヤマボウシで区分される植
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分に下位区分される。

　ヒノキ植林中には低木層にヤマウコギ，アプラチャン，クロモジ，ミズキなど適潤生の種が高

常在度で生育している。また草本層にはドクダミ，コバギボウシ，ホソバシケシダ，ミズヒキな

ど適潤生の羊歯植物や草本植物がみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原）

　51）ゴンゲンスゲーニシキウツギ群落

　　　　0αrθκsαoんα髭πθπ8ε8一碗εσeZα　dθcorα・Gese茎ischaft（Tab．60）

　仙石原湿原周辺のわずかな起伏をともなう平坦地には，ニシキウツギ，ヤマグワ，アプラチャ

ンなどの夏緑広葉低木類の優占する低木群落がみられる。この低木群落はアキノタムラソウ，シ

オデ，ムラサキマムシグサなどの区分種群によってゴンゲンスゲーニシキウッギ群落にまとめら

れた。

　ゴソゲンスゲーニシキウッギ群落は群落高8m前後の2～3層（ときに4層）の階層構造をも

つ夏緑低木群落である。平均出現種蒔は71種ときわめて豊富で，おもに夏緑広葉樹霊域の弱湿性

立地を指標する低木または草本植物に富む。

　ゴソゲンスゲーニシキウツギ群落の生育地は，厚く火山灰の堆積した弱湿性～適潤姓立地で，

まれに基岩の露出した植分もみられる。

　ゴンゲンスゲーニシキウツギ群落には，ニシキウツギ，ヤマグワ，アプラチャン，キハダ，ヤ

ブデマリ，ゴマギ，ミツバウツギなど多種類の湿生木本植物が生育している。また草本層には，

ゴンゲンスゲが被度3前後で優撫し，コバギボウシ，ダイコンソウ，ホソバシケシダ，モミジガ

サなどの湿生草本植物が生育している。さらに草本層にはタィアザミ，ヒメシダ，チダケサシな

どの湿生草原構七種がみられる。これらの湿生草原構成種は，エゴノキーミズキ群落やオオモミ

ジーケヤキ群集には出現せず，木本群落として植生遷移の初期段階に位置するゴソゲンスゲーニ

シキウツギ群落を特徴づけている。

　ゴンゲンスゲーニシキウツギ群落は，仙石原湿原周辺部では比較的広い面積でみられる。微地

形的にわずかにもり上がった部分では林床にヒメヤブラソやタチネズミガヤなどの種群によって

区分されるヒメヤブラン下位群落が，油状地にはオニシバリ，ウマノミッバ，アヶボノソゥなど

の種群で区分されるハンノキ下位群落が，微妙な立地の変化に対応して生育している。

　ゴソゲソスゲーニシキウツギ群落は時間的経過にともない種組成的にエゴノキーミズキ群落，

オオモミジーケヤキ群集へと群落の遷移が進行すると考えられる。

　52）　ヒメジョオンーニシキウツギ群落

　　　　石rερθroπαπππ郡8一軍eεσεZαdθeorα御Gesellschaft　（Tab。60）

仙石原湿原周辺の平坦地には，比高数mの凸状地がみられる。そのような適潤立地にはハコネ

ダケ群落とともにニシキウツギの優占群落がみられることが多い。
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　凸状地のニシキウツギ群落にはヒメジョオン，ナワシロイチゴ，ススキ，ヨモギなどのススキ

華原や路傍にみられる種群が林床に生育し，ゴンゲンスゲーニシキウツギ群落に出現するホソバ

シケシダ，ゴマギなどの森林生の湿生種群を欠くことなどからヒメジョオンーニシキウッギ群落

にまとめられた。

　ヒメジョオソーニシキウッギ群落は，群落高5m前後の2～3層の階層構造をもつ夏緑低木群

落である。平均出現種数は44種目，隣接群落のゴソゲンスゲーニシキウツギ群落と比較して少な

い。

　ヒメジ。オンーニシキウツギ群落の低木層にはニシキウツギが画幅4前後で優占し，ミツバウ

ツギ，ハコネダケ，エゴノキなどが混生する。林床にはススキ，ナワシロイチゴなどのススキ草

原構成種やアカソ，ゲンノショウコ，ヨモギ，ツユクサなどの路傍や林縁におもにみられる種群

が，タイアザミ，ヒメシダ，コウヤワラビなどの湿生草原構成種と共存している。

　ヒメジョオンーニシキウツギ群落は人家の周囲やヒノキ植林の林縁などにもみられ，植生遷移

段階ではゴンゲンスゲ一軸シキウツギ群落よりも前段階の低木群落として位置づけられる。

　53）　カントウマユミーニシキウツギ群落

　　　　伽。η〃〃2〃88εθう。雌απ駕8vaτ．8αη9πεηθπ8一恥∫98」α4θoorα・Gese恥chaft（Tab．60）

　金時山から乙女峠にかけての稜線付近や斜面上部と丸岳南斜面などの火山灰の堆積した適潤性

立地にはカントウマユミ，コブシ，ミヤマカンスゲなどの種群で区分されるカソトウマユミーニ

シキウツギ群落がみられる。

　カントウマユミーニシキウツギ群落は群落高5m前後の3層の階層構造からなる夏緑低木群落

である。低木第1層にはニシキウソギ，オオモミジ，ヤマボウシなどが優占し，カントウマユミ，

ウツギ，ミヤマイボタなどの夏緑低木植物が混生する。低木第2層にはトクガワザサが被度4ま

たは5で優熟する。草本層は一般に発達せずイヌワラビ，テンニンソウ，ホソバシケシダなどの

弱湿性適潤性立地を指標する種群が疎生するが，ヒゴクサが被度3と優噂することもある。

　カソトウマユミーニシキウツギ群落は，海抜1，000m前後の稜線部に生育する低木群落である

が，林床の草本植物には斜面下部や谷部の弱湿性立地に生態的分布の中心をもつ種群が多数みら

れる。

　カントウマユミーニシキウツギ群落は，隣接群落のミヤマクマザサ群落と同様に代償群落と考

えられ，幽間的経過にともないイヌシデーアカシデ群落を経てヤマボウシーブナ群集へと群落の

遷移が進行する。

54）　ヒメウワバミソウーアブラチャン群落

　　　EZα’osfε7ηα班π6θπα加ηレPαrαbθπ20」πprαεcoκ・Gesellsckafも（Tab．6D

箱根内輪山内壁の凹状斜面や谷部と台ケ岳の北面の山足部などには，比較的広い面積でアプラ
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チャン優占群落がみられる。これらの夏緑低木群落は，被度4または5で優占するアプラチャン

とミゾシダ，ムカゴイラクサ，ヒメウワバミソウ，アマチャヅルなどのおもに夏緑広葉樹林域の

弱湿性立地に生態的分布の中心をもつ種群によってヒメウワバミソウーアプラチャン群落にまと

められた。

　ヒメウワバミソウーアブラチャン群落は，群落高5m前後の3層の階層構造をもつ夏緑低木群

落である。室内には，ゴマギ，チドリノキ，タマアジサイなどの湿生低木と，群落区分種として

前述されたムカゴイラクサ，ヒメウワバミソウなどの湿性草本植物が豊富にみられる。

　ヒメウワバミソウーアブラチャソ群落は垂直分布的には海抜80Qm付近から海抜1，100m付近に

まで生育し稜線付近でカントウマユミーニシキウツギ群落と隣接している。

　ヒメウワバミソウーアブラチャン群落は種組成的にオオモミジーヶヤキ群集と相似性が極めて

高く，オオモミジーケヤキ群集の代償群落の1つと考えられる。

　55）　ノリウツギーリョウブ群落

　　　　切ノ4rαηgθαpαπεcπεαfα一〇Zθ，んrα　δαrδεηθrひεs鱒Gese自国schaft　（翌ab．62）

　箱根内輪山や早玉山の基岩の露嵐した稜線部や山腹急傾斜地には，リョウブ，トウゴクミツバ

ツツジなどの種群によって区分されるノリウッギーリョウブ群落がみられる。

　ノリウツギーリョウブ群落は群落高5m前後の2～3層の階層構造をもつ夏緑低木群落である。

出現種数23～44種と立地の変化に対応して相違がみられるが，トウゴクミツバツツジ，アセビ，

サラサドウダンなどのツツジ科低木植物や，リョウブ，コアジサイ，ノリウツギなどの夏緑広葉

樹林域の弱乾性～乾性立地に生態的分布の中心をもつ種群の優占は特徴的である。

　ノリウッギーリョウブ群落には金時山の稜線付近に生育するミヤマクマザサとシバヤナギの優

占する植分や，早雲山の粗粒火山放出物の堆積した稜線部に生育するヒメノガリヤスとヤシャブ

シの優占する林分，アオハダ，アプラチャン，クロモジなどの出現する二子山：丸岳山腹の急傾斜

露岩地の毒忌などが含まれている。

　ノリウツギーリョウブ群落は種組成的にアセビーミズナラ群落に近似し，ヤマボウシーブナ群

集駅アジサイ亜群集の代償群落の1つと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　（箕輪）

　56）　イヌコリヤナギ群集

　　　　Sa至icetum圭ntegrae　M董yawakietOkuda　1972（7ab・63）

仙石原湿原内にイヌコリヤナギの先駆木が数本，樹高2，2rnの群落を形成している。林床には

ツリフネソウ，ヘクソカズラ，ヒメシダなど湿原の構成種が生育している。草本層は植被率が少

なく，20％しかみられないQ

　一般にイヌコリヤナギ群集は河辺や湿原の先駆低木群落としてみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原）
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Nr。　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1978）：

Gr6Be　d．　Probe飴che（m×m）＝

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

Tab．63

Salicetum
イヌコリヤナギ群集

　　integrae
　　調　査　番　号

　　調査年月日

調査面積
低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出　現底数
Kennart　d．　Ass．：

　5α～ガ：τカz彦βgrα

Sonstige　Arten：

　かψ磁8刀3君弥彦碗

　ル8487一ゴα∫Cαη4βη5var，22～α’プ8∫

　Coぐα‘♂z，∫07・6比μ♂α彦～‘∫

　丁加州孟81ゼ∫ραz～‘3‘ノゼ∫

　CαZαη薦91η∫’∫5ゆg8ゴ。∫

　Rz‘ろμ∫ρα籾ψZ加5

　0／zooZ8α5β〃∫ガ備∫var．∫π妙プ～ψごα

　．45オθ7”α987窃0∫4θ5var．・u磁∫

群集標徴種

　イヌコリヤナギ

その他の種

　ツリフネソウ

　ヘクソカズラ

　アオツヅラフジ

　ヒメシダ

　ヤマアワ

　ナワシロイチゴ

　コウヤワラビ

　ノコンギク

S

K
K
S

K
K
K
K
K

119

8

3

2×2

2．2

90

0．6

20

9

調査部及び調査者Fundort；Sengokuhara－Moor仙石原湿原（Aufn，　von　K．　E　u。　T．T．）

5・5

2・2

1・2

十・2

十。2

十・2

十・2

十・2

十

　57）　ミヤマクマザサ群落

　　　　Sαsα海α〃αオαθ櫛Gesellsc恥aft　（Tab．64）

　箱根仙石原を囲む金時山や丸岳などの内輪山稜線部や回状斜面には，ハコネダケやミヤマクマ

ザサなどのササ類の密生した群落がみられる。このうち，ハロネダケは内輪山の稜線部から仙石

原周辺にまで広い範囲で群落を形成している。それに対してミヤマクマザサは稜線付近にのみ優

占群落を形成する。

　ミヤマクマザサ群落は，主に金時山から長尾峠に至る海抜1，000m前後の稜線付近にみられる。

ミヤマクマザサ群落の植生調査資料は金時山と：丸帯において得られた。

　ミヤマクマザサ群落の群落高は1．5m前後で被度5と優占するミヤマクマザサとウソギ，ツク

バネウツギなどの夏緑低木，テンニンソウ，ススキ，イタドリなどの夏緑草本植物などから構成

されている◎2ケ所の植生調査資料では，出現種数は18，20と近い値を示しているにもかかわま

ず，共通種はわずかに4種と少ない。：丸岳のミヤマクマザサ群落にはキンミズヒキ，ススキ，オ

トギリソウなどのススキ草原構成種が多くみられる。しかし金時山のミヤマクマザサ群落にはホ

ウチャクソウ，フタリシズカなどの森林生の草本植物が多数生育し，さらに1．5mの高さで密生

するミヤマクマザサから超出してツクバネウツギ，アセビなどの低木植物がみられる。この2植

分の種組成的相違は，ミヤマクマザサ群落が形成されてからの時間的経過と隣接群落の種組成，
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植分の面積などの差によると考えられる。そして，金時山のミヤマクマザサ群落は，丸岳のそれ

に比して種組成的に群落の遷移が進行した植分であるといえる。

　ミヤマクマザサ群落は，箱根山塊の夏緑広葉樹林（ブナクラス域）の風衝の強い稜線部に生育

する代償群落の1つである。また伊豆半島の天城山脈などの山塊にも稜線部にミヤマクマザサ

（またはイブキザサ）の優焦する群落が広くみられる。このようにアマギザサ節のササ類の優占

群落が，甥項に述べられているハコネダケ群落（p．94）とともに箱根地域から伊豆半島にかけ

て広い面積で特徴約にみられる原囚としては以下の点が考えられる。ミヤマクマザサ群落やハコ

ネダケ群落が分布する地域の山地帯稜線部はいずれも厚く火山灰が残題し，壌土質の土性条件下

では，他の低木類に比してササ類は地下茎の伸長により栄養体繁殖を行える点で，客地への速や

かな侵入繁茂がより容易である。さらに風衝の強い稜線部では，柔軟な桿をもつササ類は，他の

夏緑低木類と比較して折損しにくい。これらの地質要霞やササ類のもつ形態的性質もまた，ミヤ

マクマザサ群落やハコネダケ群落の分布の一因と考えられる。　　　　　　　　　　　（箕輪）

B．　植生図

　箱根仙石原湿原及びその周辺地域に現存する植生の具体的な配分図として箱根仙石原湿原水系

域現存植生図（縮尺1：10000），箱根仙石原混原及び周辺現存植生図（縮尺1：1000），国指

定特別天然記念物箱根仙石原湿原植物群落域内現存植生図（縮尺1：500）の3葉が1978年8月

から1979年8月にかけて現地調査を基礎iに作製された。

　仙石原湿原の植生図の作製はすべて現地踏査を中心に行なわれた。基図は縮尺！：1000地形

図が使われたが植生図化しにくいため基点から20mないし！0m間隔に4本のポールを立て，その

方形区の中を主に歩測で群落範囲を調べ，地形図上に位置を確認しながら色鉛筆で各群落の広が

りが記入された。！978年夏に図化された湿原植生図中，室内f乍業による清齋：によりさら々こ1979年

に現地校正が行なわれた。その後も補足調査が行なわれた。1979年夏には，あらかじめ西湘一ド水

道事務所の：方々によりA～Dブ・ックに湿原地域が区分され20m毎の基点が決められ，さらにメ

ヅシュにより20m四方に地形図が区切られた地形図を基礎とし，現地での基点のポールと，さら

に101n毎に調査メンバーによりたてられたポール内の10m四方の面積毎に植生図化が行なわれた。

したがって，植生の分布は地形図上の等高線よりも，より精細に地形の変化，立地を示している

ことが植生図により示される。

　湿原地域周辺の隣接する汚水処理場建設予定地域，または湿原を囲む仙石原周辺地域について

は，現地踏査によって群落の広がりが地形國上に記入された。さらに室内で航空写真により各群

落の位置と範囲を校正しまた現地で確認修正される等の作業が行なわれた。

　3葉の植生園に使われている凡慮は，多くが，現地の植生調査資料に基く植物社会学的に区分

された群落単位が用いられた。一部，住宅地など旧観を主とした凡例を含んでいる。

　小縮尺の地図では群集及び群落レベルで1つの凡例に表わされている。大縮尺の地図では，よ
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り立地条件の細かな差違が表現されるように変群集あるいは下位単位の群落やファシスまで細分

され2～3の凡例に分けられるなど，地図の縮尺の違いに応じて，凡例に示された群落単位の大

きさが変えられている。

　1．　箱根仙石原湿原水系域現存植生図（縮尺1：10000）

　仙石原湿原の水分条件に関与していると考えられる区域について，1：10000の小縮尺の地形

図上に，23の植物社会学的に区分された凡例で，現存植生図が描かれた。

　仙石原湿原を保全するためには，水条件がもっとも重要な環境条件である。仙石原湿原の植生

を直接瀬養している水は，台ケ獣姦斜面に由来する湧水であり，その水量，水質等の確保は，直

接湿原植生を変化させる。また，その他の山地から流れ出した水による地下水の変動も長期的に

は湿原植生を変化させる影響をもっている。

　仙石原湿原は，湖尻峠～丸岳～乙女峠～金時山～矢倉沢峠と続く箱根外輪山と，神山～台ケ岳

～小塚山の中央火口丘群の山々，さらに芦ノ湖北岸に接する仙石高原とに圏まれた形の盆地の底

に位置している。盆地の地形の傾きは芦の湖側から北東に下がっており，芦の湖から流れる早川

は，盆地の一番低い所を流れ，湿原から集まった水は早川に流れ込んでいる。したがって，小塚

山北部のく鳴子の鼻”とよぼれる地点での早川の開折が，湿原の地下水位を低下させる関係にあ

る。

　これらのことから，仙石原湿原の水分条件に係わる巨視的な環境として，北は金時山，南は芦

の折々尻まで，東は小塚山～台ケ岳～神山山頂，西は箱根外輪山の稜線までの区域が植生図化さ

れた。

　箱根仙石原湿原水系域現存植生図では，自然植生は，森林群落5，草本群落4の9凡例で示さ

れている。

D　自然植生

　自然植生の占める面積は約10％で，それらの大部分は，江戸時代以降，関所破りを防止するた

めくくお留山”として入山，伐採が禁止されてきた台ケ岳，神山の植生である。自然植生のうちも

っとも広い面積を有するヤマボウシーブナ群集は，仙石原地域の安定立地の極相林であり，水源

瀬養林として効果の高い高木林である。神山・台ケ岳を中心に比較的まとまった林分がみられる。

一部，小塚山にも残存している。外輪山には，外壁にあたる静岡県側にはヤマボウシーブナ群集

が残存するが，仙石原に面する内壁には全く見られず，すべて代償植生におきかえられている。

仙石～品の木～俵石の閥の早川に面した急斜面で外輪山山麓の礫質緩斜面では，オオモミジーケ

ヤキ群集の高木林が残存している。しかし，緩傾斜地のオオモミジーケヤキ群集は，最近の別荘

地開発によって次第に面積をせぽめられてきている。卓越する風の影響や，硫気などで持続して

いるヒメイワカガミーアセビ群落は大涌谷から冠ケ岳にかけて比較的広い面積を占めている。
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　湿生高木林のチダケサシーハンノキ群落やタカクマヒキナコシーハソノキ群落は，伯石原湿原

の西北部や早川沿いの水心地帯に小面積で分布している。芦の湖方面からの卓越する風の影響で，

樹冠が杯状になり，東北，北海道等にみられるような，まっすぐに幹の伸びた高木林には発達し

ていない。

　風衝岩髭出穂生綾生低木林のオノエランーハコネコメツツジ群集他は金時山山頂の南壁に，ヒ

メノガリヤスーススキ群落は現在も噴煙を上げている大涌谷の硫気孔周辺に，ツルヨシ群集等の

河辺誕生は早川沿いに分布している。

　ヨシ群落やカサスゲ群集等の湿原植生は，かっては現在のゴルフ場内にも広く分布していたと

いわれるが，現在では特別天然記念物指定地を含む仙石原湿原と，水田に隣接した一部に見られ

るにすぎない。

2）　代償植生

　代償植生は森林群落5，草本群落6の12凡例で示されている。

　仙石原をとりまく周辺の山地は稜線を除き大部分が森林でおおわれているが，膚然林はきわめ

て少なく，大部分が二次林あるいは植林である。二次林のなかで，夏縁広葉樹林のイヌシデーア

カシデ群落でまとめられたシデ林，ミズナラ林が丸岳，金時山，神山などにもつとも広い面積を

占めている。ヒメウワバミソウーアブラチャン群落は，3～8mの低木林で，湖尻峠から長尾峠

にかけての斜面や，丸岳から金時山にかけて広い面積を占めている。ヒメウワバミソウーアブラ

チャン群落よりもさらに樹高の低い低木群落であるカントウマユミーニシキウツギ群落は長尾岳

から山岳にかけての東斜面や矢倉沢i峠東部の南斜面に広くみられるQ

　湿地の低木林であるミツバウツギーマユミ群落は，かっての湿地帯であるゴルフ場内にとり残

された形で残存しているが，とくにイタリー池南部にまとまった礁積を商している。

　ヒノキの鎮林は，代償樒生の構林でもっとも広域を占めている。仙石原周辺の谷筋の肥沃地に

は一部スギが植林されている。ヒノキ，スギの植林地は仙石原周辺地域に現存する森林面積の50

％近くを占めている。

　ゴルフ場のシバ群落は，代償植生の草本群落で最も広い面積を占めている。箱根全域で11建設

されているゴルフ場のうち4つが仙石原に分布している。早川沿いの緩斜面や低湿地がゴルフ場

に利用され，仙石漂の草地の70％を占めている。次いでススキ群落が台ケ山北斜面や丸岳南の東

斜面に広い面積を占めている。ここは昔から採草地として利用されてきた所でもある。外輪山の

一部はハコネダケ群落でおおわれている。稜線の強い風衝のもとに森林になかなか回復しない安

定した持続群落を形成している。

　水田（ウリカワーコナギ群集）や畑地（カラスビシャクーニシキソウ群集）は，仙石の町の西

部にみられ，小規模な農業が続けられているが，年々，水田耕作放棄地（アシボソーチゴザサ群

落）が多くなり，また宅地への転換も進行している。金時山頂や道路沿いの崩壊地には強壮な刺
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を持つフジアザミの生育するフジアザミーヤマホタルブクロ群集が見られる。

　仙石の町は，耕作地も少なく，夏季低温のため，水田利用や果樹栽培が不適で，生活しにくい

寒村であったといわれる。しかし，現在は爽京から近い，交通の便の良い避暑地として，仙石高

原はじめ小塚山臥に捌荘，寮，保養所が建ちならび，今でも品の木，乙女峠近くの緩斜面に別荘

地の開発が進行している。

　仙石原周辺地域は，植生図で示されるように自然植生は少なく，その大部分は代償植生で占め

られており，現在なお開発が進行している地域である。仙石原湿原も，南西部は人間の頻繁な干

渉とつりあって持続してきたススキ群落，北東部は住宅・保養所等に接している等，自然度の低

い代償植生に取り囲まれており，人為的干渉を無視できない位贋：におかれているといえる。

　2．　箱根仙石原湿原及び周辺現存植生図（縮尺i：1000）

　台ケ岳北麓に広がる伯石原湿原の大部分とその西側に位置する汚水処理場建設予定地域とを結

ぶ地域，蘂西約9km，南北約4kmの範堀が，縮尺1：1000地形図を基礎として描かれた。調

査対象地域に出現するあらゆる群落を出来る限り親綱に図翻する努力が払われ，湿原から森林ま

で，植物社会学的に定義づけられた：83にわたる多数の凡例で植生の鼻体的醍分が示された。とく

に，保護対象である湿原部分については3～4組にわかれた植生調査班毎に西湘下水道事務所の

メンバーの方々により基点から20m間隔にポールを4本立てていただき，さらにあらかじめブロ

ックを落としていただいた地形図を基礎に位置を確認しながらの全域踏査によって群落の配分が

地図上に示された。

　仙石原湿原及び周辺の現存植生図については，植生は大別して2つに分けられる。1つは湿原

植生の保護されている仙石原湿原地域であり，別の1つは，その周辺の人家を含め，汚水処理場

までのほとんど代償植生によって占められる地域である。

　仙石原湿原は台ケ廓こ由来する湧水でうるおされている。この湿原は天然記念物指定地が位置

する西部の南北に伸びる湿原部分と，東部の南西から北東に伸びる広い湿原部分との2つに分か

れている。湧水地はいずれも谷戸の先端部に数ケ所みられる。

　西部の南北に伸びる湿原部分の植生は，湧水地の近くではチゴザサーアゼスゲ群集が占めオオ

ミズゴケがクヅショソ状に発達する群落が点在している。湧水地から北へ，すなわち，下流部に

なるに従い，ヨシの優擬する群落に移行し，水条件が貧養から富養化へと変化していることが植

生から判断される。

　1kmの巾で，東西約3kmの薗積を占める東側の広い湿原部分では，広域を占めるのは丈の

高いヨシの優暮する群落とカサスゲ群集である。カサスゲ群集は水の流れと平行して広がってお

り，その後方にヨシの群落が配列している。チゴザサーアゼスゲ群集は湧水地点のある近くにま

とまった面積で見られる。

　西部と東部の湿原を分けている小丘や県道脇の乾生地は，広域がススキ群落で占められている
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が，人の進入が激しく，表土が所々裸出しているところではシバ群落が広がり，まったく裸地化

したところではヒゲシバ群集が見られる。仙石原湿原の西側は別荘地と接しているが，その道路

側にはハコネダケの密生群落が広がり，凸状斜面ではニシキウツギ群落の低木林が発達している。

湿原北部の湿生花園に隣接するところに幅！0m内外のタカクマヒキオコシーハソノキ・群落が残存

している。

　汚水処理場建設予定地の植生は，ススキ群落とヒノキ植林，ハコネダケ群落の代償植生で，大

部分がおおわれている。東部にある狭い谷部の湿地にヨシを主とする湿原植生が残存している。

その湿原内にはモウセンゴケも見られる。

　早川沿いに点在する落葉広葉樹林は，いずれも2次的な高木林ないし低木林で，ミズナラ群落，

エゴノキーミズキ群落，ニシキウツギ群落などでまとめられる。

　3．　国指定特溺天然記念物箱根仙石原湿原植物群落域内現存植生図（縮尺1：500）

　仙石原湿原南部に，昭和9（！934）年に国の特別天然記念物に指定され，保護されてきた区域

が位：饗している。

　面積0．97haの，ほぼ正方形に近い形をなす区域で，類縁は県道に面している。北側を除いて

3方が小高くなって湿原を囲んでおり，地形は南から北に低くなっている。湧水地が西側に2ケ
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勧みられ，この水が指定地域内の湿原植生を酒養している。また，南の県道の下の配管を通じて，

湿原内に水が流れこむようにされている。湿原内ではほとんど流水がみられないが，降雨時には

道路をへだてた台ケ岳裾野に集まってきた表面水が，指定地域内に一斉に流入している。この流

入水は，かつて，同時に土砂を運びこむ結果をひきおこし，堆積が著しくなったため，1978年秋

に，乾燥化の閣立つ所の土砂を除去するエ：事が行なわれて，植生に影響が与えられた。

　現在は，配管の上部に石積みする等，土砂の流入を防ぐ配慮がなされて湿原内への直接の影響

は停止：している。

　特別天然記念物指定地域の現存植生図は，忌地や開放水域などを含め24の凡例で示されている。

凡例に示された群落単位は，立地条件のわずかな差異も可能な限り把握され得るよう，変群集あ

るいは下位群落やファシスのレベルで示されているQ

　特別天然記念物指定地域では，低層湿原，中間湿原，乾生草原，低木群落及びその他に大きく

区分される。

　1．低層湿原

　低湿地では低層湿原，中間湿原にまとめられる湿原植生が，！4の凡例で示された。低層湿原は

9凡例で示される。もっとも広い面積で2～3の凡例で示されるチゴザサーアゼスゲ群集がみら

れる。チゴザサーアゼスゲ群集は湧水地のある西側に湿原植生の約50％の面積を占めている。チ

ゴザサーアゼスゲ群集は下位区分された2つの凡例とチゴザサーヨシ群落で示されているが，そ

のうち，もっとも水位の高いところに分布する典型亜群集は狭い帯状に降雨時に増水して流れる

末端部分に分布することが多く，地下水の流れを示している。

　中央部をヒメジョナンーススキ群落で区切られた南北両湿地の地形の傾きは，地形図上の等高

線ではほぼ西から東に低くなっている。したがって，北側の低湿地では，地形の傾きに準じて，

水位の高さと植生とが対応している。南側の低湿地では，地形図の等高線では示されきれないが，

植生図によって湧水地点周辺の低い窪地があることがチゴザサーアゼスゲ群集の分布により理解

される。

　中央部の小丘に接した，指定地域のほぼ中心部には，カサスゲが優占繁茂するカサスゲ群集が

広がっている。特別天然記念物指定地内のカサスゲ群集は，仙石原湿原全体で調査されたカサス

ゲ群集組成表で比較検討の結果，チダケサシ亜群集に含まれる。

　カサスゲ群集は一般に流水辺に多く優罪する群落で，水の動きのない停滞水域では生育面積が

少ない。

　ヨシ群落，ホタルイ群落，シカクイーホタルイ群落，オニスゲ群落などは土砂はぎ取り地を含

め，泥炭状土が堆積していない東側に集中して分布している。土砂はぎ取り地の流路にあたるも

っとも水位の高い所では，ホタルイやシカクイが優配するホタルイーシカクイ群落が見られる。

東側の流路にそって幅0．3～0．5mで発達している。ホタルイ群落とシカクイーホタルイ群落は種

組成的にはホタルイーシカクイ群落にまとめられ組成表に示された（p．80）。植生図上では優占
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Fig．44　天然記念物北部に広い面積でみられるチゴザサーアゼスゲ群集。
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度を考慮し細分された。チゴザサーヨシ群落に接する水位の高い所では，ヨシが密生し，その下

にホタルイが生育するホタルイーヨシ群落が分布している。北部ではヨシの純群落が形成されて

いる。土砂はぎ取り地の中央にあたる比較的水位の低い所には，中間湿原の植物群落でもある一

年生のシロイヌノヒゲ群落が繁茂している。雨が降ると水たまりになり，晴天が続くと地表水は

ほとんど見られない立地である。また，足を踏み込むと沈む軟弱な不安定な立地だが一部細砂が

混じっている。シロイヌノヒゲが生育する地域の，中央部でより過湿な部分は裸地となっている。

土砂はぎ凝り地で，細砂，細鱗が堆積した流路沿いには，オニスゲ優占群落が広がっている。

　県道下の配水管から流入する水は，東縁の中央近くで散開し，流水路は消失する。流水路が消

失した地域より北にかけて，ヨシの密生するチゴザサーヨシ群落が広がっている。指定地域内の

翼シは湿原植生を退行させると考えられ毎年数鳳，抜き刈りが行なわれている。今織の植生調査

が行なわれる前にも一部ヨシの抜刈りがなされており，チゴザサーヨシ群落の広がりは，実際は

植生図上に表わされているより広い可能性が考えられる。

　狂，中闘湿原

　特別天然記念物指定地域内の植生を特徴づける植物群落は，神奈川梁下では他にみられず，ま

た関東地方でも，千葉県を除き分布が限られている中問湿原の植物群落である。
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Fig．45　湿原中の小丘上に発達するヒメジョオンーススキ群落（右端）と，チゴザ

　　　　サーアゼスゲ群集（黒っぽくみえる平坦地）。
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　中聞湿原植生では低層湿原のチゴザサーアゼスゲ群集に次いで，ヒメシダーチダヶサシ群落が

広い面積を占めている。ヒメシダーチダケサシ群落は，湿原植生の中でもっとも乾生的な立地に

生育し，乾生地のススキ群落へと移行する。ミヤコアザミ，カセンソウ，ヒメトラノオ，ワレモ

コウ，オミナエシなど，花の美しい広葉高茎草本植物の多い群落で，湿原の中で，もっとも美し

い季観を呈している。

　指定地域中央部には，西側から突蒸した小丘があり，湿原を南北に分けている。小丘の西側半

分はヒメジョオソーススキ群落で占められている。小丘の東部はススキ群落の占める部分より低

平になっており，ヒメシダーチダケサシ群落が生育している。より湿生な立地にはサワシロギク

ファシスがみられ，低湿地の微鞍状地に嚢状に分布し，チゴザサーアゼスゲ群集の中で乾生立地

の群落であるヒメシダ亜群集トダシバ変群集に接している。

　さらに，天然記念物指定地域内には，神奈川県下では他にみられないオオミズゴケ群落が，チ

ゴザサーアゼスゲ群集の間に，クッション状に点在している。北側の低湿地には50m2以上の面

積を有する群落もみられる。長い間，この指定地域の保護に携ってきた人の話に依ると，北側の

境界に土壌を積んで湿原の水位を上げることにより，オオミズゴケ群落の面積が顕著に広がって

きたとのことである。
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　関東地方では千葉県に一部分布がみられる食虫植物を構成種にもったイトイヌノヒゲ群落が特

別天然記念物指定地域内に見られる。主要な構成種であるムラサキミミカキグサは裸地に近い貧

養な立地に生育する食虫植物で，きわめて環境の変化に鋭敏な植物である。イトイヌノヒゲ群落

は，仙石原湿原全体で，数ケ所小面積で見られるにすぎない。

　皿　乾性草原

　湿原をとり囲む小丘上には，トダシバーススキ群落が広くおおっている。トダシバーススキ群

落典型下位群落やトダシバファシスは小丘上部に分布し，湿原に接した斜面下部にはヨシ下位群

落がみられる。湿原内の低い小丘上ではチガヤ群落が生育する。特別天然記念物指定地域の柵周

辺の丘上では刈りとりが頻繁に行なわれ，人為的影響が強く，ヒメジョオソーススキ群落の生育

がみられる。指定地域内のススキ群落は，湿原内にススキ群落構成種の種子が侵入し，湿原の乾

生化が進行しないようにとの配慮から毎年数團，箱根町の教育委員会の管理下に刈り取りが行な

われている。小丘斜面の上部に低層湿原，中間湿原と接して点々とテンニソソウ群落が見られ

る。

　Iv．低木群落

　ニシキウツギ群落は湿原周辺の丘上に分布している。コゴメウツギなどの低木も含め一凡例で

示された。種組成的にはヒメジョオンーニシキウツギ群落（p．112）にまとめられる。

　V．その他

　特別天然記念物指定地域東部の土壌はぎとり地に部分的に裸地がみられる。開放：水域で示され

た流水地は南部より指定地域内の東部をまわりヨシ群落に移行している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上・藤原）


